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一
、
前
言

　

近
世
日
本
人
に
と
っ
て
漢
籍
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
、
日
本
文

化
の
形
成
に
関
与
し
た
か
を
考
察
す
る
上
で
、
和
刻
本
の
出
版
量
を
把
握

す
る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
。
輸
入
さ
れ
た
唐
本
そ
の
も
の
は
絶
対
数
が

少
な
い
か
ら
、
利
用
者
の
数
も
限
ら
れ
、
直
接
的
に
裾
野
の
広
い
影
響
を

与
え
た
と
は
考
え
に
く
い
。
一
方
、
我
が
国
で
開
雕
に
ま
で
至
っ
た
漢
籍

は
、
我
が
国
で
の
需
要
が
あ
り
、
或
い
は
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
た
証
拠
を

示
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
特
に
当
時
の
人
々
に
利
用
さ
れ
た
或
い
は
そ

の
可
能
性
の
あ
っ
た
漢
籍
と
言
え
よ
う
。
版
木
を
彫
り
、
紙
に
刷
り
、
装

丁
し
て
売
る
出
費
を
回
収
し
、
更
に
利
益
を
生
む
と
の
計
算
が
成
り
立
た

な
け
れ
ば
、
町
版
は
成
立
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
和
刻
本
漢
籍
は
、
必
ず

し
も
営
利
出
版
の
み
の
刊
行
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
多
く
は
民
間

の
出
版
で
あ
り
、
官
版
や
私
家
版
に
し
て
も
そ
の
存
在
は
写
本
や
活
字
印

〔
資
料
紹
介
〕

　
　

和
刻
本
『
三
字
経
』
目
録
解
題

　

小
野
澤　

路
子

本
で
は
間
に
合
わ
な
い
量
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
和
刻
本
漢
籍
は
、
我
が
国
で
必
要
と
さ
れ
た
漢
籍
が
ど
う
い
っ
た
も

の
か
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
異
版
本
の
多
さ
は
当
該
漢
籍
の
需
要
の

確
証
で
あ
り
、
漢
籍
の
我
が
国
へ
の
影
響
を
考
察
す
る
上
で
、
特
に
注
目

す
べ
き
対
象
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

和
刻
本
漢
籍
の
中
で
も
、
一
部
の
漢
籍
に
版
種
が
多
い
こ
と
は
、
長
沢

規
矩
也
『
和
刻
本
漢
籍
分
類
目
録
』（
１
）に
明
ら
か
で
あ
る
。
同
書
は
多
数
の

版
種
を
挙
げ
た
上
で
、
孝
経
・
五
経
・
四
書
・
十
八
史
略
・
唐
詩
選
・
三

体
詩
・
古
文
真
宝
・
千
字
文
・
三
字
経
・
白
鹿
洞
書
院
掲
示
・
小
学
等
の

記
述
を
不
完
全
と
し
、
補
正
版
に
三
体
詩
及
び
古
文
真
宝
に
つ
い
て
版
式

な
ど
の
特
徴
を
別
表
に
し
て
載
せ
る
。
ま
た
『
孝
経
』
に
は
阿
部
隆
一
・

大
沼
晴
暉
「
江
戸
時
代
刊
行
成
立
孝
経
類
簡
明
目
録
」
）
（
（

が
あ
る
。
と
は
い

っ
て
も
、
こ
う
し
た
版
の
異
同
ま
で
も
含
め
た
資
料
整
理
の
な
さ
れ
て
い

る
も
の
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
希
で
あ
る
。
例
え
ば
、
尾
形
裕
康
『
我
国
に

お
け
る
千
字
文
の
教
育
史
的
研
究
』
）
（
（

は
千
字
文
と
そ
の
類
型
本
を
多
数
集
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め
る
が
、
版
の
異
同
に
ま
で
は
言
及
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
鶴
島
俊
一
郎

「『
三
字
経
』
の
江
戸
期
刊
本
に
つ
い
て
」）

（
（

は
、
書
名
を
異
に
す
る
三
字
経

の
紹
介
ま
で
に
終
わ
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
同
名
異
版
本
の
研
究
が
決
し
て
盛
ん
と
は
言
え
な
い
要

因
は
、
版
種
の
異
同
の
弁
別
が
困
難
と
い
う
点
に
尽
き
る
だ
ろ
う
。
同
一

の
刊
記
を
有
す
る
版
本
も
存
在
す
る
た
め
、
一
々
を
比
較
し
な
く
て
は
正

確
な
結
果
は
得
ら
れ
な
い
。
四
書
五
経
の
類
の
う
ち
、
揃
い
で
な
い
も
の

に
は
、
単
行
本
か
、
合
刻
本
か
、
ま
た
完
刻
さ
れ
た
合
刻
本
か
否
か
、
と

判
断
を
苦
し
め
る
要
素
が
更
に
加
わ
る
。
特
に
初
学
者
向
け
の
テ
キ
ス
ト

の
場
合
、
別
版
も
含
ん
だ
発
行
部
数
の
多
さ
に
よ
っ
て
希
少
性
を
欠
き
、

版
本
と
し
て
の
注
目
度
を
低
く
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
初
学
者
用
と
な
れ
ば
内
容
研
究
の
立
場
か
ら
の
必
要
性
も
薄
く
、
お

ろ
そ
か
に
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。

　

本
稿
は
、
筆
者
が
実
査
を
行
っ
た
『
三
字
経
』
と
そ
の
注
釈
書
・
準
漢

籍
を
含
む
一
一
九
点
の
解
題
目
録
で
あ
る
。『
三
字
経
』
は
原
文
わ
ず
か

千
余
字
か
ら
な
り
、
復
冊
に
分
か
れ
る
和
刻
本
を
見
な
い
か
ら
、
和
刻
本

漢
籍
の
中
で
は
扱
い
が
容
易
な
方
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
無
刊
記
の

も
の
が
多
く
、
覆
刻
本
も
多
い
。
出
版
当
時
か
ら
無
か
っ
た
の
か
、
そ
れ

と
も
破
損
や
表
紙
の
付
け
替
え
の
際
に
抜
け
落
ち
た
も
の
な
の
か
定
か
で

は
な
い
が
、
刊
記
・
奥
付
を
欠
き
出
版
年
を
特
定
で
き
な
い
版
本
が
、
特

に
江
戸
期
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
に
多
く
見
ら
れ
る
。

　
『
三
字
経
』
は
、
宋
の
王
応
麟
の
撰
と
伝
わ
る
が
異
説
も
あ
り
、
は
っ

き
り
し
な
い
。
三
字
一
句
で
二
句
ご
と
に
韻
を
踏
み
、
歴
史
や
故
事
、
名

数
な
ど
の
基
礎
知
識
、
更
に
学
習
の
意
義
を
説
き
促
す
と
い
っ
た
内
容
を

載
せ
る
。
中
国
で
は
「
三
・
百
・
千
」
と
い
っ
て
『
百
家
姓
』『
千
字

文
』
と
一
括
り
に
呼
ば
れ
る
よ
う
な
、
要
す
る
に
四
書
五
経
以
前
の
初
学

者
向
け
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る）

（
（

。
我
が
国
で
の
『
百
家
姓
』
の
出
版
は
寛
保

元
年
京
都
植
村
玉
枝
軒
刊
本
の
み
だ
が
、『
三
字
経
』『
千
字
文
』
の
和
刻

本
は
多
い
。『
千
字
文
』
は
、
応
神
天
皇
の
時
に
王
仁
に
よ
っ
て
将
来
さ

れ
た
と
の
通
説
が
あ
る
く
ら
い
で
、
古
く
か
ら
日
本
文
化
に
影
響
を
与
え

て
き
た
。『
三
字
経
』
は
明
暦
四
年
刊
本
『
新
鍥
三
字
経
註
解
』
以
前
の

資
料
は
写
本
も
含
め
て
管
見
に
至
っ
て
い
な
い
が
、
江
戸
中
期
か
ら
明
治

初
期
に
か
け
て
は
多
く
刊
行
さ
れ
た
。
日
本
史
を
述
べ
た
大
橋
若
水
撰

『
本
朝
三
字
経
』
が
嘉
永
六
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
三
字
句
の
記
述

形
式
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
三
字
経
」
と
い
う
語
を
書
名
に
残
し
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
本
書
に
お
け
る
当
時
の
普
及
度
が
知
れ
よ
う
。
他
に

も
こ
の
よ
う
な
三
字
経
に
倣
っ
た
和
本
は
『
女
三
字
経
』
や
『
天
文
三
字

経
』
な
ど
数
多
あ
る
。

　
『
往
来
物
解
題
辞
典
』
）
（
（

「
三
字
経
」
の
項
に
は
、「
最
も
普
及
し
た
の
が

天
明
七
年
板
系
統
で
あ
っ
た
。
…
…
本
書
な
ら
び
に
そ
の
模
刻
本
が
数
多

く
出
版
さ
れ
た
。
同
系
統
本
は
い
ず
れ
も
本
文
を
大
字
・
五
行
・
無
訓
で

記
し
、
巻
末
に
小
字
・
一
一
行
・
付
訓
の
本
文
を
再
掲
す
る
」
と
あ
る
の

が
、
和
刻
本
『
三
字
経
』
に
つ
い
て
一
般
的
な
見
方
で
あ
ろ
う
。『
日
本
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教
科
書
大
系
』
）
（
（

が
載
録
す
る
三
字
経
全
文
も
、
天
明
七
年
の
序
文
を
も
つ

五
行
本
を
翻
刻
し
た
と
あ
る
し
、
玉
城
要
「『
三
字
経
』
訳
注
」
）
（
（

や
片
野

英
一
「
伝
王
応
麟
撰
『
三
字
経
』
要
訳
」
）
（
（

も
天
明
七
年
版
に
基
づ
く
と
す

る
。

　

こ
の
異
版
が
多
い
と
さ
れ
る
「
天
明
七
年
版
系
統
」
だ
が
、
漠
然
と
多

い
と
い
う
認
識
は
あ
っ
て
も
、
系
統
分
け
の
具
体
的
な
方
法
や
版
の
数
に

つ
い
て
記
述
し
た
も
の
は
存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
筆
者
目
睹
の
天
明

七
年
の
序
を
も
つ
版
本
だ
け
で
も
六
種
類
あ
る
が
、
中
に
は
書
体
の
異
な

る
も
の
も
あ
り
、
天
明
七
年
版
に
基
づ
く
と
い
っ
て
も
覆
刻
本
ば
か
り
と

は
言
い
切
れ
な
い
。
そ
れ
に
、
封
面
や
序
は
重
刊
や
改
装
の
際
に
欠
落
す

る
恐
れ
も
あ
り
、「
天
明
七
年
刊
本
」
或
い
は
「
天
明
七
年
序
刊
本
」
と

判
断
で
き
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
ま
し
て
、
同
一
版
式
と
い
う
だ
け

で
天
明
七
年
版
系
統
と
分
類
す
る
の
は
危
険
で
あ
る
。

　
「
天
明
七
年
板
系
統
」
に
つ
い
て
、『
往
来
物
解
題
辞
典
』
は
見
返
の
記

述
）
（（
（

に
よ
っ
て
「
乾
隆
戊
戌
…
…
に
刊
行
さ
れ
た
中
国
版
本
を
天
明
七
年
に

複
刻
し
た
も
の
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
該
当
す
る
乾
隆
四
十
三
年
姑
蘇

清
華
齋
刊
本
が
内
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り）

（（
（

、
こ
ち
ら
も
五
行
本
で
あ

る
。
こ
の
唐
本
の
本
文
末
丁
裏
に
「
龍
街
漫
士
書
」
と
の
記
述
が
あ
る

が
、
和
刻
本
『
三
字
経
』
の
五
行
本
に
も
本
文
末
に
「
龍
街
漫
士
書
」
と

あ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
文
末
丁
に
「
龍
街
漫
士
書
」
と
あ
る
も

の
を
所
謂
「
天
明
七
年
版
系
統
」
と
位
置
づ
け
て
概
要
の
把
握
を
試
み
る

こ
と
に
す
る
。
誰
の
書
か
を
明
記
す
る
と
い
う
こ
と
は
筆
跡
に
意
味
が
あ

る
の
だ
ろ
う
し
、
筆
跡
を
残
す
た
め
に
は
覆
刻
が
一
番
容
易
な
方
法
で
あ

ろ
う
。
覆
刻
な
ら
ば
、
文
字
の
変
更
は
版
木
を
彫
る
段
階
で
起
こ
る
程
度

の
ご
く
微
細
な
も
の
に
と
ど
ま
る
可
能
性
が
高
い
。
現
に
、
天
明
七
年
の

序
を
持
ち
な
が
ら
「
龍
街
漫
士
書
」
と
の
記
載
の
な
い
一
本
の
書
体
に

は
、「
龍
街
漫
士
書
」
と
あ
る
一
群
と
比
べ
て
著
し
く
異
な
る
も
の
も
存

在
す
る
。
更
に
、「
龍
街
漫
士
書
」
の
記
述
は
本
文
に
あ
る
た
め
序
跋
等

に
比
べ
れ
ば
欠
落
や
付
け
替
え
の
心
配
も
少
な
く
、
こ
の
点
か
ら
も
判
断

材
料
と
す
る
の
に
妥
当
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
本
目
録
所
載
の
版
数
を
数
え

て
み
た
と
こ
ろ
、
九
版
種
に
「
龍
街
漫
士
書
」
の
記
述
）
（（
（

が
あ
り
、
明
治
以

降
の
刊
行
が
明
記
さ
れ
た
も
の
や
準
漢
籍
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。『
三

字
経
』
の
書
名
を
掲
げ
る
和
刻
本
は
四
十
六
版
）
（（
（

、
そ
の
う
ち
江
戸
刊
本
と

明
治
以
降
の
刊
記
が
な
い
も
の
を
あ
わ
せ
て
も
二
十
三
版
で
あ
る
。
二
十

三
版
中
九
版
と
い
う
結
果
は
、
天
明
七
年
版
系
統
が
明
治
ま
で
の
『
三
字

経
』
の
流
布
本
だ
っ
た
と
す
る
の
に
十
分
な
数
と
判
断
し
て
よ
か
ろ
う
。

　

上
記
の
天
明
七
年
版
系
統
本
は
全
て
五
行
六
字
本
で
あ
っ
た
。「
龍
街

漫
士
書
」
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
五
行
六
字
の
版
式
を
持
つ
和
刻
本
は
、
本

目
録
中
二
十
七
版
、
準
漢
籍
は
四
版
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
も
の
は
、
特

に
別
系
統
本
の
可
能
性
を
多
く
含
む
も
の
の
、
単
に
体
裁
を
変
え
た
だ
け

か
も
し
れ
な
い
し
、
現
段
階
で
判
断
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で

は
、
天
明
七
年
版
の
普
及
が
指
摘
さ
れ
た
結
果
、
却
っ
て
そ
の
影
に
隠
れ

て
し
ま
っ
て
い
た
別
版
式
の
和
刻
本
『
三
字
経
』
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
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た
こ
と
と
、
こ
れ
ら
の
具
体
的
な
書
誌
を
示
し
た
。
更
な
る
版
面
の
綿
密

な
比
較
に
よ
り
、
同
版
か
異
版
か
の
検
討
を
す
べ
き
こ
と
は
、
冒
頭
で
述

べ
た
通
り
で
あ
る
。
本
目
録
は
、
文
庫
調
査
な
ど
で
『
三
字
経
』
に
行
き

当
た
っ
た
時
の
指
標
と
な
る
こ
と
を
期
し
て
、
版
式
を
重
視
し
た
分
類
を

行
っ
た
こ
と
を
こ
こ
で
断
っ
て
お
く
。
加
え
て
、
異
同
の
判
別
を
し
た
理

由
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
各
版
の
特
徴
と
し
て
文
字
の
ト
メ
・
ハ
ラ
イ

等
か
ら
も
区
別
で
き
る
よ
う
明
記
し
、
特
徴
ご
と
の
画
像
を
表
に
し
て
附

し
た
。

　

日
本
人
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
初
学
者
用
漢
籍
が
い
か
な
る
場
面
で
い
か

よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
こ
に
は
中
国
で
の
用

い
ら
れ
方
と
何
ら
か
違
い
が
あ
っ
た
の
か
。
今
後
は
、
版
本
の
形
態
、
序

跋
の
内
容
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
が
利
用
さ
れ
た
時
代
背
景
ま
で
も
含
め
て

考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。『
三
字
経
』
だ
け
を
と
っ
て
み
て
も
、
識
字

テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
か
、
書
写
テ
キ
ス
ト
だ
っ
た
の
か
、
中

国
の
故
事
を
多
く
盛
り
込
ん
だ
内
容
や
押
韻
が
我
が
国
の
児
童
に
ど
れ
ほ

ど
必
要
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
漢
文
訓
読
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
可
能

性
、
こ
れ
ら
の
要
素
が
複
合
し
て
い
る
場
合
な
ど
、
多
様
な
利
用
価
値
が

想
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
注
釈
が
多
け
れ
ば
記
述
内
容
を
重
視
し
て
い

た
こ
と
が
、
書
家
に
よ
る
版
下
な
ら
ば
書
写
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
可
能
性

が
、
推
察
で
き
る
に
違
い
な
い
。
異
版
本
を
多
く
持
つ
和
刻
本
漢
籍
全
般

の
出
版
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
我
が
国
に
お
け
る
漢
籍
需
要
の
実
質

を
理
解
す
る
上
で
、
出
版
量
の
多
さ
ゆ
え
に
、
極
め
て
意
義
の
あ
る
こ
と

で
あ
る
と
考
え
る
。『
三
字
経
』
以
外
の
多
版
本
に
つ
い
て
も
、
実
態
調

査
を
行
う
必
要
を
痛
感
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
稿
で
挙
げ
た
資
料
の
他
に
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
等
で
存
在
の
み
確
認
し
た
が
未
見
の
別
版
『
三
字
経
』
が
あ
る

こ
と
、
ま
た
そ
れ
以
外
の
版
本
の
存
在
も
恐
ら
く
確
実
で
、
そ
の
意
味
で

も
本
稿
は
不
十
分
な
解
題
と
の
謗
り
を
免
れ
ま
い
。
筆
者
の
未
確
認
の
資

料
に
つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

注（
1
）
長
沢
規
矩
也
『
和
刻
本
漢
籍
分
類
目
録　

増
補
補
正
版
』（
汲
古
書

院
、
二
〇
〇
六
年
）

（
（
）
阿
部
隆
一
・
大
沼
晴
暉
「
江
戸
時
代
刊
行
成
立
孝
経
類
簡
明
目

録
」
森
武
之
助
先
生
退
職
記
念
論
集
（『
斯
道
文
庫
論
集
』
通
号
十

四
号
、
一
九
七
七
年
）

（
（
）
尾
形
裕
康
『
我
国
に
お
け
る
千
字
文
の
教
育
史
的
研
究
』（
大
空

社
、
一
九
九
八
年
）

（
（
）
鶴
島
俊
一
郎
「『
三
字
経
』
の
江
戸
期
刊
本
に
つ
い
て
」（『
東
洋
文

庫
』
八
九
号
、
二
〇
〇
二
年
）
は
、
八
種
の
刊
本
を
載
せ
る
が
『
新

鍥
三
字
経
註
解
』『
三
字
経
』『
三
字
経
訓
詁
解
』『
三
字
経
抄
』『
三

字
経
国
字
解
』『
官
板
三
字
経
訓
詁
』『
三
字
経
童
子
訓
』『
正
書
三

字
経
』
と
全
て
異
な
る
書
名
で
あ
り
、
同
名
異
版
に
つ
い
て
の
記
述
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は
な
い
。『
三
字
経
』
の
項
で
、『
往
来
物
解
題
辞
典
』
天
明
七
年
版

と
同
一
内
容
の
封
面
・
序
・
本
文
・
小
字
本
文
を
持
つ
一
本
を
挙
げ

て
、
異
版
多
く
架
蔵
本
五
種
と
す
る
も
「
さ
き
に
異
版
と
い
っ
た
の

は
〔
見
返
し
、「
三
字
経
序
」、「
三
字
経
」
本
文
、
小
字
本
文
、
奥

付
〕
の
う
ち
い
ず
れ
か
を
欠
く
も
の
（
甚
だ
し
き
は
〔「
三
字
経
」

本
文
〕
の
み
の
版
も
あ
る
）
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」

（〔　

〕
内
は
、
同
稿
で
略
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
筆
者
が
補
っ
た
も

の
）
と
あ
る
か
ら
、「
異
版
」
の
語
の
示
す
と
こ
ろ
は
、
本
稿
で
い

う
「
異
版
」
と
は
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。

（
（
）
村
上
嘉
英
「
三
字
経
に
つ
い
て
」（『
天
理
大
学
学
報
』
二
十
三

号
、
一
九
七
二
年
）
を
参
照
。

（
（
）
小
泉
吉
永
『
往
来
物
解
題
辞
典
』
解
題
編
・
図
版
編
（
大
空
社
、

二
〇
〇
一
年
）　

図
版
編
掲
載
の
書
影
に
よ
り
、
冒
頭
書
名
「
三
字

経
」
の
一
行
を
加
え
れ
ば
巻
末
は
「
一
二
行
」
に
な
る
。

（
（
）
石
川
謙
・
石
川
松
太
郎
編
『
日
本
教
科
書
大
系
』
往
来
物
編　

第

五
巻
（
講
談
社
、
一
九
六
九
年
）「
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
九
月

の
日
付
の
あ
る
序
文
を
も
つ
刊
本
…
…
本
文
一
八
丁
、
一
頁
に
一
〇

句
を
収
め
て
あ
る
。
返
り
点
・
送
り
が
な
（
片
か
な
）
を
く
わ
え
て

あ
る
が
、
ふ
り
が
な
は
つ
け
て
い
な
い
。
…
…
巻
末
に
本
文
を
楷

書
・
細
字
で
繰
り
返
し
て
書
き
、
平
が
な
に
よ
っ
て
総
ふ
り
が
な
と

し
た
も
の
」
に
よ
っ
て
翻
刻
し
た
と
あ
る
。
通
行
本
か
否
か
に
つ
い

て
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
天
明
七
年
序
刊
本
で
あ
る
。

（
（
）
玉
城
要
「『
三
字
経
』
訳
注
」（『
作
新
国
文
』
通
号
十
四
号
、
二
〇

〇
二
年
）「
訓
読
に
際
し
て
は
江
戸
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
刊
行

『
新
刻　

三
字
経
』（
日
本
で
刊
行
さ
れ
た
中
で
最
も
普
及
し
た
の
が

こ
の
天
明
七
年
板
系
統
で
あ
る
…
…
）
を
は
じ
め
…
…
十
一
種
の
テ

キ
ス
ト
を
参
考
」
に
し
、
校
訂
し
た
本
文
を
用
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
（
）
片
野
英
一
「
伝
王
応
麟
撰
『
三
字
経
』
要
訳
」（『
ア
ジ
ア
文
化
研

究
』
十
号
、
二
〇
〇
三
年
）「
額
田
正
三
郎
『
三
字
経
』
天
明
七
年

（
一
七
八
七
）
を
底
本
と
し
た
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、
全
く
別
系
統

本
に
則
っ
て
い
る
こ
と
は
、
語
句
の
異
同
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

『
三
字
経
』
の
系
統
に
つ
い
て
は
、
次
稿
に
譲
り
た
い
。

（
10
）「
見
返
に
「
乾
隆
戊
戌
新
鐫
／
三
字
経
／
姑
蘇
閭
門
内
護
龍
街
／
大

関
帝
廟
壮
有
姚
清
華
齋
蔵
板
天
」
と
記
さ
れ
て
い
る
」
と
あ
る
が
、

図
版
編
か
ら
判
断
す
る
に
「
乾
隆
戊
戌
新
鐫
／
三
字
経
／
姑
蘇
閶3

門

内
護
龍
街
／
大
関
帝
廟
北
首

3

3

姚
清
華
齋
蔵
板（

天
ナ
シ
）」の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（
11
）  

三
字
經
一
卷　
　

内
閣
（（（（-（（

）

　

龍
街
漫
士
書　

乾
隆
四
十
三
年
姑
蘇
淸
華
齋
刊
本　

全
一
册

　
　

左
右
雙
邊
縱
十
六
・
三
橫
十
二
・
一　

無
界
五
行
七
字
相
當　

無
魚

尾
白
口　

無
點

　
　

首
「
三
字
經
」
末
有
「
龍
街
漫
士
書
」

　
　

封
面
「
乾
隆
戊
戌
新
鐫
／
三
字
經
／
姑
蘇
閶
門
内
護
龍
街
／
大
關
帝

廟
北
首
姚
淸
華
齋
藏
板
」

　
　

版
心
題
「
三
字
經
」
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題
簽
位
置
に
「
三
字
經　

全
」
と
の
書
付
あ
り
。

　
　

玄
を
元
に
作
る
。

　
　

鈐
有
「
鳴

平
／
氏
淵
玩
」「
高
江
文
／
房
之
印
」「
昌
平
坂
／
學
問

所
」「
淺
草
文
庫
」

（
1（
）「
竜3

街
漫
土3

書
」（【
1（
】）
を
含
ん
だ
数
。

（
1（
）
も
と
も
と
準
漢
籍
だ
っ
た
も
の
に
手
を
加
え
た
一
版
（【
（（
】）
を

含
ん
だ
数
。

　
　
　

二
、
凡
例

　
　
　

書
名

　

書
名
は
巻
首
題
に
よ
っ
て
定
め
る
。
巻
首
題
の
な
い
場
合
は
、
版
心
・

封
面
の
順
に
よ
り
、
そ
の
場
合
は
依
拠
し
た
箇
所
を
「（
封
面
）」
の
よ
う

に
注
記
し
た
。
ま
た
、『
国
書
総
目
録
』
が
巻
首
題
以
外
の
書
名
を
用
い

て
い
る
場
合
は
、
通
行
書
名
と
判
断
し
て
書
名
下
部
に
〔
卽
○
○
〕
と
付

記
し
た
。

　
　
　

分
類

　

本
目
録
解
題
に
お
け
る
分
類
の
骨
子
は
、
以
下
の
通
り
三
部
立
て
と

し
、
更
に
年
代
及
び
版
式
に
よ
っ
て
配
列
し
た
。

一
、
和
刻
本
漢
籍

　

唐
人
の
漢
語
に
よ
る
著
作
物
を
本
邦
で
刊
行
し
た
も
の
。

・『
三
字
経
』

書
名
を
『
三
字
経
』
と
す
る
も
の
は
、
宋
王
応
麟
の
著
述
と
伝
わ
る
漢

籍
と
し
て
、
こ
こ
に
載
せ
る
。
な
お
、
王
応
麟
の
名
（
字
号
等
を
含

む
）
が
明
記
さ
れ
て
い
る
和
刻
本
漢
籍
『
三
字
経
』
に
限
り
、
著
者
名

に
も
そ
の
名
を
載
せ
た
。

・
明
清
注
釈
書

『
三
字
経
』
に
対
し
て
唐
人
が
漢
語
に
よ
っ
て
注
釈
し
た
も
の
を
、
本

邦
で
刊
行
し
た
も
の
。
こ
れ
に
該
当
す
る
注
釈
書
は
明
以
降
の
も
の
し

か
確
認
し
て
い
な
い
。

二
、
準
漢
籍

唐
人
の
漢
語
に
よ
る
著
作
物
を
原
文
と
し
な
が
ら
、
邦
人
に
よ
っ
て
体

裁
を
崩
し
た
も
の
の
う
ち
漢
学
（
中
国
の
学
問
大
系
）
に
則
っ
て
い
る

と
判
断
さ
れ
る
も
の
。
邦
人
が
書
名
を
改
め
た
も
の
。

中
国
で
は
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
歴
史
部
分
に
増
補
を
行
っ
た

『
三
字
経
』
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
準
漢
籍
に
分
類
し
た
『
増

補
三
字
経
』
の
類
も
、
も
と
も
と
唐
人
に
よ
っ
て
既
に
改
題
し
た
唐

本
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
和
刻
本
漢
籍
で
あ
る
可
能
性
も
あ

る
。
し
か
し
、
依
拠
し
た
漢
籍
が
明
確
で
無
い
我
が
国
で
刊
行
さ
れ

た
こ
れ
ら
は
、
ひ
と
ま
ず
準
漢
籍
と
分
類
し
て
お
く
の
が
妥
当
と
考

え
る
。

三
、
和
語
註
解
本

唐
人
の
漢
語
に
よ
る
著
作
物
を
原
文
と
し
な
が
ら
、
和
語
を
用
い
た
注
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釈
の
つ
い
た
も
の
。
和
語
に
よ
る
点
が
、
準
漢
籍
ほ
ど
漢
学
に
依
拠
し

て
い
る
と
は
言
い
難
い
の
で
、
別
に
分
類
項
目
を
立
て
た
。

　

掲
載
順
は
、
基
本
的
に
は
年
代
に
よ
る
が
、
和
刻
本
漢
籍
「
三
字
経
」

及
び
準
漢
籍
は
、
行
数
・
字
数
を
優
先
さ
せ
て
分
類
し
た
。
こ
れ
は
、
覆

刻
関
係
に
あ
る
別
版
を
で
き
る
だ
け
近
く
に
記
載
し
、
版
の
弁
別
に
資
す

る
た
め
で
あ
る
。

　
　
　

同
版
資
料
の
記
載
に
つ
い
て

　

掲
載
資
料
の
う
ち
、
同
版
の
も
の
が
あ
る
場
合
は
、
出
版
年
代
等
に
関

わ
ら
ず
、
最
も
初
刷
り
に
近
い
掲
載
資
料
の
直
後
に
載
せ
る
。
そ
の
際
、

蔵
書
印
・
書
入
を
除
く
全
て
に
お
い
て
同
一
の
場
合
は
「
同
」
と
し
、
後

印
或
い
は
補
修
等
に
よ
る
変
更
が
あ
る
場
合
は
「
同
版
」
と
し
た
。「
同

版
」
の
書
誌
に
は
、
直
前
の
資
料
に
対
し
て
変
更
の
あ
っ
た
箇
所
の
み
記

述
し
、
他
は
省
略
す
る
。
特
に
書
名
を
改
め
た
場
合
は
、「
同
版
（
書

名
）」
の
形
式
で
記
す
。

　
　
　

同
一
版
式
を
有
す
る
資
料
の
記
述

　
「
三
字
経
」、
特
に
江
戸
期
の
も
の
は
刊
年
不
明
の
物
が
少
な
か
ら
ず
あ

る
。
本
解
題
集
で
定
型
と
す
る
書
誌
事
項
の
み
で
は
、
版
の
異
同
を
判
別

で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
特
に
一
丁
表
の
比
較
の
目
安
と
な
る
箇
所
に

つ
い
て
補
記
す
る
。
ま
ず
、
本
文
版
面
に
つ
い
て
、
匡
廓
・
界
線
・
字

数
・
魚
尾
・
口
の
書
誌
の
記
述
が
複
数
の
版
本
に
お
い
て
同
一
と
な
る
も

の
も
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
二
種
類
の
版
が
確
認
で
き
た
も
の
は
、
書
誌
末

尾
に
そ
の
版
の
特
徴
を
記
し
、
も
う
一
方
の
版
の
番
号
を
「
→
【
○
】」

の
よ
う
に
載
せ
、
参
照
の
便
を
は
か
っ
た
。

　

ま
た
、
三
種
以
上
の
版
が
あ
る
も
の
に
は
、
解
題
目
録
の
後
に
版
式
ご

と
に
画
像
を
入
れ
た
表
を
附
し
た
。
こ
の
表
に
は
各
版
に
お
け
る
文
字
の

特
徴
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
表
す
語
（
ト
メ
・
ハ

ネ
等
）
や
記
号
を
添
え
た
。
な
お
、
冒
頭
の
丸
数
字
は
、
掲
出
順
に
附
し

た
も
の
で
あ
る
。

①
単
辺　

有
界
四
行
六
字　

無
魚
尾
白
口　

…
七
種

②
左
右
双
辺　

無
界
五
行
六
字　

無
魚
尾
白
口　

…
十
一
種

③
単
辺　

無
界
五
行
六
字　

単
魚
尾
白
口　

…
五
種

④
単
辺　

有
界
五
行
六
字　

無
魚
尾
白
口　

…
五
種

⑤
左
右
双
辺　

無
界
五
行
六
字　

単
魚
尾
白
口　

…
三
種

　

右
の
版
種
に
つ
い
て
は
、
各
版
冒
頭
の
書
誌
末
尾
に
「
→
表
①
」
の
よ

う
に
、
参
照
す
べ
き
表
を
示
し
た
。

　

表
の
画
像
は
、
初
版
に
最
も
近
い
も
の
を
載
せ
る
よ
う
に
し
た
が
、
破

損
の
有
無
や
書
影
の
状
態
に
よ
っ
て
は
、
後
印
の
も
の
を
用
い
た
と
こ
ろ

も
あ
る
。

　
　
　

本
目
録
解
題
中
の
記
述
方
法
に
つ
い
て

　

解
題
中
の
記
号
は
次
の
よ
う
に
用
い
る
。

「　

」
…
…
原
本
表
記
事
項
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〔　

〕
…
…
補
記
及
び
推
定
事
項

（　

）
…
…
補
足
説
明

〈　

〉
…
…
複
行
に
ま
た
が
る
記
事

 
～　

…
… 

出
版
者
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
冒
頭
と
末
尾
の

み
を
載
せ
、
省
略
の
あ
る
こ
を
と
示
す

判
読
不
明
文
字
は
「
□
」
と
し
た
。

　

次
に
、
具
体
的
な
例
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
例
と
し
た
の
は
、
最
も

多
い
②
の
版
式
を
も
つ
［
家
藏1（

］
で
あ
る
。
当
該
書
の
書
名
は
巻
首

題
に
よ
っ
て
定
め
た
「
三
字
経
」
で
あ
り
、
和
刻
本
漢
籍
部
『
三
字
経
』

の
下
に
配
列
さ
れ
る
。
こ
の
分
類
の
も
と
で
更
に
版
式
に
よ
っ
て
区
分
さ

れ
、
五
行
六
字
本
で
あ
る
本
書
は
「
五
行
六
字
」
以
下
に
記
事
が
あ
り
、

更
に
五
行
六
字
本
の
中
で
出
版
年
代
の
順
に
配
列
さ
れ
る
。
本
目
録
解
題

で
は
、
資
料
ご
と
に
黒
丸
印
（
●
）
を
附
し
、
同
じ
版
木
に
よ
る
刊
本
は

【　

】
内
数
字
の
下
に
ま
と
め
て
あ
る
。
こ
の
【　

】
内
の
数
字
は
本
稿

で
の
掲
出
順
で
あ
り
、【　

】
の
中
の
掲
載
順
位
は
お
お
む
ね
出
版
年
代

に
即
し
て
い
る
。
例
に
挙
げ
た
［
家
藏1（

］
は
、【
1（
】
の
四
点
目
に
あ

る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

　

同
版
資
料
の
記
述
の
中
で
、
冒
頭
の
も
の
に
は
全
て
の
書
誌
を
記
述
す

る
が
、
以
降
の
も
の
は
「
同
版
」
と
記
し
、
直
前
の
一
本
と
異
な
る
箇
所

の
み
の
記
載
に
と
ど
め
た
。【
1（
】
を
見
る
と
、
佐
賀
県
立
本
に
は
題
簽

が
な
く
、
東
書
本
に
は
題
簽
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。［
家
藏（

］
の
書
誌

に
は
題
簽
の
記
述
が
な
い
か
ら
、
直
前
の
東
書
本
と
同
様
に
題
簽
が
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。［
家
藏1（

］
に
も
題
簽
に
関
す
る
記
述
は
な
く
、

直
前
の
［
家
藏（

］
に
な
ら
い
題
簽
を
有
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、

直
前
の
一
本
と
全
て
同
一
本
の
場
合
は
、「
同
版
」
で
は
な
く
「
同
」
の

語
を
用
い
蔵
書
印
・
書
入
の
み
を
載
せ
た
。

　

右
に
示
し
た
よ
う
な
書
誌
の
略
記
を
踏
ま
え
、［
家
藏1（

］
単
独
の
書

誌
を
掲
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
以
下
の
解
説
と
対
応
さ

せ
る
べ
く
、
冒
頭
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
付
け
て
あ
る
。
黒
丸
数
字
は
、

図
Ⅰ
の
書
影
と
一
致
し
、
ま
た
当
該
書
内
の
掲
載
順
で
も
あ
る
。

　
　
　
〈
例
〉

ａ
）
●
三
字
經
一
卷　

附
三
字
經
〔
傍
訓
〕　　

家
藏1（

ｂ
）
龍
街
漫
士
書　

天
明
七
年
京
都
額
田
正
三
郞
等
刊
明
治
中
京
都
大
谷

津
逮
堂
吉
野
屋
仁
兵
衞
後
印
本　

全
一
册

ｃ
）
左
右
雙
邊
縱
十
六
・
〇
橫
十
一
・
九

無
界
五
行
六
字　

無
魚
尾
白
口　

句
送
﨤
縱
點

ｄ
）
首
天
明
七
年
力
丸
之
光
（
東
山
）「
三
字
經
序
」
❸　

次
「
三
字

經
」
❹
末
有
「
龍
街
漫
士
書
」
❻　

次
「
三
字
經
」（
十
二
行
二
十
四
字

　

傍
訓
）
❼

ｅ
）
封
面
「
乾
隆
戊
戌
新
鐫
／
三
字
經
／
姑
蘇
閶
門
内
護
龍
街
／
大
關
帝

廟
北
首
姚
淸
華
齋
藏
板
」
上
方
に
「
諬
／
蒙
／
六
／
種
」
と
あ
り
。
左
方

に
「
皇
和
天
明
丁
未
新
刻
平
安
書
肆
額
田
一
止
人
藏
梓
」
と
あ
り
。
❷

ｆ
）
版
心
題
「
三
字
經
」
❺

ｇ
）
題
簽
「
三
字
經
」
❶
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ｈ
）
奥
付
「
御
用
調
進
／
諸
書
物
製
本
處
／
〔
京
都
〕
大
谷
津
逮
堂
／
皇

都
書
林
吉
野
屋
仁
兵
衞
版
」
❿

ｉ
）「
三
字
經
」（
傍
訓
）
末
丁
裏
に
「
皇
和
天
明
丁
未
新
刻
平
安
書
肆
額

田
一
止
人
藏
梓
」
と
の
刊
記
あ
り
。
❽

奥
付
前
に
明
治
六
年
書
肆
宣
伝
文
一
丁
あ
り
。
❾

ｊ
）
鈐
有
「
書
學
齋
」

　
　
　
〈
解
説
〉

ａ
）
書
名
は
第
一
巻
冒
頭
の
題
名
（
❹
）
に
よ
る
が
、
無
い
場
合
は
版
心

（
❺
）、
封
面
（
❷
）
の
順
に
よ
っ
て
定
め
、
附
録
が
あ
れ
ば
「
附
○
○
」

の
形
で
示
し
た
。
和
刻
本
『
三
字
経
』
に
は
、
本
書
の
よ
う
に
附
録
と
し

て
「
三
字
経
」
を
再
び
載
せ
る
例
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
本
文
と
異
な
る

点
を
〔　

〕
に
附
し
た
。

所
蔵
機
関
の
略
号
に
つ
い
て
は
、
凡
例
末
尾
に
一
覧
を
載
せ
た
。
ま
た
、

各
館
整
理
番
号
を
載
せ
た
が
、
整
理
番
号
未
定
の
も
の
は
「
假
」
の
字
を

加
え
て
筆
者
が
適
宜
つ
け
た
番
号
を
残
し
た
。

ｂ
）
編
著
者
名
に
は
本
姓
名
を
と
る
が
、
本
名
不
明
の
も
の
は
そ
の
限
り

で
な
く
、
ま
た
邦
人
の
号
は
「（　

）」
内
に
付
記
し
、
末
尾
に
編
著
関
係

を
示
す
語
（
撰
・
注
・
書
な
ど
）
を
示
し
た
。『
三
字
経
』
は
王
応
麟
の

撰
と
さ
れ
る
が
、
当
該
書
に
王
応
麟
（
伯
厚
）
の
名
の
無
い
場
合
は
載
せ

な
か
っ
た
。
な
お
、
唐
人
を
挙
げ
る
場
合
は
王
朝
名
を
冠
し
た
。

出
版
事
項
の
地
域
名
は
国
名
・
県
名
ま
で
と
し
、
人
名
は
代
表
者
一
名
と

す
る
。

冊
数
は
、
完
本
の
場
合
に
「
全
」
の
字
を
冒
頭
に
つ
け
た
。

ｃ
）
第
一
巻
一
丁
目
の
表
（
❹
）
に
よ
り
、
匡
廓
の
形
態
と
匡
廓
内
の
寸

法
、
界
線
の
有
無
、
魚
尾
と
口
、
訓
点
を
記
す
。

ｄ
）
掲
載
順
に
、
当
該
書
の
著
録
内
容
を
列
記
す
る
。「　

」
内
に
巻
首

題
を
載
せ
る
が
、
無
け
れ
ば
「
○
○
（
版
心
）」
の
よ
う
に
括
弧
内
に
依

拠
し
た
箇
所
を
示
す
。
ま
た
内
容
か
ら
判
断
し
た
場
合
は
単
に
（
序
）
の

よ
う
に
表
す
。
巻
首
は
記
事
通
り
、
そ
の
他
は
出
版
年
代
と
撰
者
名
を
記

す
。
能
書
家
な
ど
の
筆
者
名
が
明
ら
か
な
場
合
は
内
容
表
記
の
後
に
載

せ
、
例
に
「
末
有
「
龍
街
漫
士
書
」」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

ｅ
）
封
面
（
❷
）
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
載
せ
る
。

ｆ
）
版
心
（
❺
）
の
う
ち
、
標
題
の
箇
所
の
み
を
と
り
、
他
は
略
す
。

ｇ
）
題
簽
（
❶
）
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
載
せ
る
。

ｈ
）
奥
付
（
❿
）
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
載
せ
る
。
編
著
出
版
者
に
附
帯
さ

れ
た
地
名
は
適
宜
載
せ
る
が
、
国
名
・
県
名
に
統
一
す
る
。
但
し
、「
東

京
府
士
族
」「
埼
玉
県
平
民
」
等
の
記
載
が
あ
る
明
治
期
の
出
版
物
は
そ

ち
ら
の
み
を
載
せ
、
別
に
住
所
等
記
載
が
あ
っ
て
も
省
略
す
る
。

ｉ
）
特
記
事
項
に
つ
い
て
載
せ
る
。
例
で
は
、
刊
記
（
❽
）
と
書
肆
宣
伝

文
（
❾
）
が
該
当
す
る
。
但
し
、
出
版
に
関
わ
る
考
察
等
は
、
次
項
の
蔵

書
印
の
後
に
載
せ
た
。

ｊ
）
蔵
書
印
が
あ
れ
ば
「
鈐
有
」
と
し
て
そ
れ
を
示
し
、
無
け
れ
ば
「
無

印
」
と
す
る
。
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資
料
所
蔵
機
関
略
号
一
覧

　

以
下
、
所
蔵
機
関
名
を
、「
略
称　

正
式
名
称
」
の
順
に
載
せ
る
。
閲

覧
及
び
複
写
の
ご
配
慮
い
た
だ
い
た
各
機
関
の
皆
様
に
、
御
礼
申
し
上
げ

た
い
。
特
に
、
貴
重
な
調
査
経
験
を
積
ま
せ
て
下
さ
っ
た
扶
桑
町
私
立
教

科
書
資
料
館
の
鈴
木
實
氏
に
は
厚
く
謝
意
を
表
す
次
第
で
あ
る
。

國
會　
　
　

国
立
国
会
図
書
館

内
閣　
　
　

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫

東
大
總　
　

東
京
大
学
総
合
図
書
館

名
古
屋
大　

名
古
屋
大
学
図
書
館

筑
波
大　
　

筑
波
大
学
中
央
図
書
館

學
藝
大　
　

東
京
学
芸
大
学
図
書
館

關
大　
　
　

関
西
大
学
図
書
館

實
踐
女　
　

実
践
女
子
大
学
図
書
館

玉
川
大　
　

玉
川
大
学
図
書
館

都
立
中
央　

東
京
都
立
中
央
図
書
館

靜
岡
縣
立　

静
岡
県
立
中
央
図
書
館

佐
賀
縣
立　

佐
賀
県
立
図
書
館

金
澤　
　
　

金
沢
文
庫

無
窮
會　
　

無
窮
会
東
洋
文
化
研
究
所
専
門
図
書
館

三
康　
　
　

三
康
図
書
館

東
書　
　
　

東
書
文
庫

扶
桑　
　
　

愛
知
県
丹
羽
郡
扶
桑
町
鈴
木
實
氏
（
個
人
）

　
　
　

三
、
目
錄
解
題

　
　

和
刻
本
漢
籍

　
　
　
　
『
三
字
經
』

四
行
六
字

【
１
】
●
三
字
經
一
卷　
　

家
藏（0

宋
王
應
麟
撰　

文
化
十
四
年
江
戸
萬
笈
堂
英
平
吉
刊
本　

全
一
册

單
邊
縱
十
九
・
〇
橫
十
三
・
二

有
界
四
行
六
字　

無
魚
尾
白
口　

送
﨤
縱
點

首
「
三
字
經
（
版
心
）」

封
面
「
王
伯
厚
先
生
纂
／
三
字
經
／
萬
笈
堂
英
平
吉
」

版
心
題
「
三
字
經
」

題
簽
「
三
字
經　

全
」

末
丁
裏
に
「
文
化
丁
丑
冬
／
本
石
町
十
軒
店
／
萬
笈
堂
英
平
吉
」
と
の
刊

記
あ
り
。

無
印

　
　

→
表
①

●
同
版　
　

東
書
（（（（.（-1（

）
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文
政
八
年
江
戸
玉
山
堂
山
城
屋
佐
兵
衞
印
本　

全
一
册

題
簽
位
置
に
「
三
字
經
」
と
の
書
付
あ
り
。

奧
付
「
文
政
八
年
乙
酉
九
月
／
江
戸
書
林
玉
山
堂
山
城
屋
佐
兵
衞
」
首
有

出
版
書
目
全
十
書

鈐
有
「
東
書
／
文
庫
」

【
２
】
●
三
字
經
一
卷　
　

金
澤
（1（（-（

）

文
政
五
年
刊
本
弘
前
稽
古
館
藏
版　

全
一
册

單
邊
縱
十
九
・
二
橫
十
三
・
四

有
界
四
行
六
字　

無
魚
尾
白
口　

無
點

首
「
三
字
經
（
版
心
）」

版
心
題
「
三
字
經
」

題
簽
「
三
字
經
」

末
丁
裏
に
「
文
政
五
壬
午
年
十
月
／
弘
前
稽
古
館
藏
板
」
と
の
刊
記
あ

り
。

鈐
有
「
南
氏
／
文
庫
」「
守
田
／
臧
書
」「
金
澤
文
庫
」「
□
□
」

　
　

→
表
①

【
３
】
●
三
字
經
一
卷　
　

三
康
（1（-1（（

）

宋
王
應
麟
撰　

安
政
四
年
江
戸
玉
山
堂
山
城
屋
佐
兵
衞
重
刊
本　

全
一
册

單
邊
縱
十
八
・
八
橫
十
三
・
二

有
界
四
行
六
字　

無
魚
尾
白
口　

送
﨤
縱
點

首
「
三
字
經
（
版
心
）」

封
面
「
王
伯
厚
先
生
纂
／
三
字
經
／
玉
山
堂
」

版
心
題
「
三
字
經
」

題
簽
「
三
字
經　

全
」

末
丁
表
に
「
安
政
四
丁
巳
春
再
刻
〈
日
本
橋
通
二
丁
目
／
山
城
屋
佐
兵

衞
〉」
と
の
刊
記
あ
り
。

鈐
有
「
大
橋
／
圖
書
／
館
印
」「
武
田
氏
／
圖
書
印
」

刊
記
の
う
ち
、「
安
政
四
丁
巳
春
再
（
再
は
上
部
ま
で
）」
が
埋
木
で
あ
る

た
め
、
安
政
四
年
以
前
に
出
版
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
埋
木
す
る
以

前
の
も
の
を
確
認
し
て
い
な
い
た
め
、
後
印
本
と
は
せ
ず
、
重
刊
本
と
判

斷
し
て
お
く
。

　
　

→
圖
Ⅱ
、
→
表
①

●
同　
　

家
藏（

全
一
册

無
印

●
同　
　

關
大
（L（（/A

/1（0（

）

全
一
册

無
印

【
４
】
●
三
字
經
一
卷　
　

家
藏（
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宋
王
應
麟
撰　

安
政
四
年
江
戸
玉
山
堂
山
城
屋
佐
兵
衞
重
刊
本　

全
一
册

單
邊
縱
十
八
・
九
橫
十
三
・
三

有
界
四
行
六
字　

無
魚
尾
白
口　

送
﨤
縱
點

首
「
三
字
經
（
封
面
）」

封
面
「
王
伯
厚
先
生
纂
／
三
字
經
／
玉
山
堂
」

版
心
題
な
し

題
簽
「
三
字
經　

全
」

末
丁
表
に
「
安
政
四
丁
巳
春
再
刻
〈
日
本
橋
通
二
丁
目
／
山
城
屋
佐
兵

衞
〉」
と
の
刊
記
あ
り
。

無
印

末
丁
表
の
刊
記
に
埋
木
は
な
く
、【
３
】
と
は
別
版
。
丁
數
の
位
置
も
異

な
る
。

　
　

→
圖
Ⅱ
、
→
表
①

【
５
】
●
三
字
經
一
卷　
　

家
藏1（

宋
王
應
麟
撰　

安
政
四
年
江
戸
玉
山
堂
山
城
屋
佐
兵
衞
重
刊
本　

全
一
册

單
邊
縱
十
八
・
七
橫
十
三
・
二

有
界
四
行
六
字　

無
魚
尾
白
口　

送
﨤
縱
點

首
「
三
字
經
（
版
心
）」

封
面
「
王
伯
厚
先
生
纂
／
三
字
經
／
東
都
玉
山
堂
梓
」

版
心
題
「
三
字
經
」

題
簽
「
三
字
經　

全
」

末
丁
表
に
「
安
政
四
丁
巳
春
再
刻
〈
日
本
橋
通
二
丁
目
／
山
城
屋
佐
兵

衞
〉」
と
の
刊
記
あ
り
。

鈐
有
「
咏
歸
堂
／
圖
書
記
」

山
城
屋
佐
兵
衞
は
【
１
】
後
印
本
お
よ
び
【
３
】【
４
】【
５
】【
10
】
各

版
に
名
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
版
に
關
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

【
１
】
を
求
板
し
た
も
の
を
文
政
八
年
に
後
刷
り
し
、
そ
の
後
【
３
】

【
４
】【
５
】【
10
】
を
開
雕
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
ち
【
３
】
は
刊

記
に
埋
木
が
あ
り
、
安
政
四
年
以
前
に
出
版
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
の

で
、
本
目
錄
で
は
揭
載
順
位
を
先
に
し
た
。
ま
た
、
各
版
封
面
の
う
ち
唯

一
記
述
内
容
の
異
な
る
【
５
】
を
後
に
載
せ
た
。
し
か
し
、【
３
】【
４
】

【
５
】
の
先
後
關
係
を
斷
定
す
る
だ
け
の
材
料
を
闕
く
た
め
、
す
べ
て

「
重
刊
本
」
と
の
み
し
て
お
く
。

　
　

→
圖
Ⅱ
、
→
表
①

【
６
】
●
三
字
經
一
卷　
　

實
踐
女
（
山
岸（（（（

）

明
治
三
年
鹿
兒
島
藩
修
本　

全
一
册

單
邊
縱
二
十
・
一
橫
十
三
・
六

無
界
四
行
六
字　

單
魚
尾
小
黑
口　

無
點

首
「
三
字
經
」

封
面
「
明
治
庚
午
改
鐫
／
三
字
經
／
麑
島
藩
藏
版
」
右
上
有
「
□
／
能
弘

／
衟
」
朱
圓
印
、
左
下
有
「
鹿
兒
島
／
藩
刊
行
」
朱
方
印

版
心
題
な
し
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題
簽
「
三
字
經　

鹿
兒
島
藩
藏
版
」
書
貼

二
十
一
丁
裏
に
埋
木
あ
り
。

鈐
有
「
山
岸
文
庫
」

●
同　
　

玉
川
大
（（0（（

）

全
一
册

題
簽
な
し

鈐
有
「
玉
川
圖
書
」
靑
印
、「
玉
川
／
學
園
／
圖
書
」

【
７
】
●
三
字
經
一
卷　
　

東
書
（（（（.（-1（
）

明
治
五
年
都
城
縣
小
學
館
刊
本　

全
一
册

單
邊
縱
十
九
・
七
橫
十
三
・
三

無
界
四
行
六
字　

單
魚
尾
上
小
黑
口
下
白
口　

送
﨤
縱
點

首
「
三
字
經
」

封
面
「
明
治
壬
申
新
刻
／
弎
字
經
／
都
城
縣
小
學
館
」

版
心
題
「
三
字
經
」

題
簽
位
置
に
「
弎
字
經　

都
城
縣
小
學
館
」
と
の
書
付
あ
り
。

鈐
有
「
東
書
／
文
庫
」

【
８
】
●
三
字
經
一
卷　

附
三
字
經
〔
傍
訓
〕　　

國
會
（
特（（-1（（

）

淸
羅
浮
山
閱　

高
田
義
甫
句
讀　

明
治
五
年
緖
言
香
芸
堂
刊
本
東
京
恊
力

舍
藏
版　

全
一
册

單
邊
縱
十
八
・
五
橫
十
一
・
四

無
界
四
行
六
字　

單
魚
尾
白
口　

﨤
四
聲
點

首
壬
申
（
明
治
五
年
）
羅
浮
山
（
題
字
）　

次
明
治
五
年
芳
波
逸
人
「
緖

言
」　

次
「
三
字
經
」
末
有
「
東
園
靑
木
臧
書
」　

次
「
三
字
經
」（
八
行

十
二
字　

傍
訓
）
末
題
「
三
字
經
終
」

封
面
「
羅
浮
山
雪
谷
閱
／
高
田
義
甫
句
讀
／
唐
音
三
字
經
／
墨
水　

恊
力

舍
藏
」

版
心
題
「
三
字
經
」

題
簽
「
唐
音
三
字
經　

完
」

末
丁
表
に
「〈
官
／
許
〉
鐵
線
書
屋
藏
版
〈
高
田
氏
／
藏
版
記
〉
／
書
肆

　

香
芸
堂
發
兌
」
と
の
刊
記
あ
り
。

鈐
有
「
文
部
省
／
圖
書
印
」「
東
京
書
籍
館
／
明
治
五
年
／
文
部
省
創
立

（
圓
印
橫
書
）」「
明
治
八
年
文
部
省
交
付
」

　
　

四
聲
點
あ
り
→
【
９
】

【
９
】
●
三
字
經
一
卷　
　

學
藝
大
（T

IA
O

-1（-11

）

明
治
六
年
米
山
堂
刊
本　

全
一
册

單
邊
縱
十
九
・
三
橫
十
二
・
九

無
界
四
行
六
字　

單
魚
尾
白
口　

送
﨤
縱
點

首
「
三
字
經
」
末
題
「
三
字
經
終
」

封
面
「〈
改
／
點
〉
三
字
經　

全
／
米
山
堂
」

版
心
題
「
三
字
經
」　

版
心
下
部
に
「
沖
學
校
」
と
あ
り
。
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題
簽
「〈
改
／
點
〉
三
字
經　

全
」

末
丁
裏
に
「
明
治
六
癸
酉
五
月
吉
日
」
と
の
刊
記
あ
り
。

鈐
有
「
東
京
學
／
藝
大
／
學
圖
書
」

　
　

四
聲
點
な
し
→
【
８
】

【
10
】
●
三
字
經
一
卷　
　

三
康
（1（-1（（

）

宋
王
應
麟
撰　

明
治
九
年
東
京
玉
山
堂
山
城
屋
稻
田
佐
兵
衞
重
刊
本　

全

一
册

單
邊
縱
十
八
・
五
橫
十
三
・
一

有
界
四
行
六
字　

無
魚
尾
白
口　

送
返
縱
點

首
「
三
字
經
（
版
心
）」

封
面
「
王
伯
厚
先
生
纂
／
三
字
經
／
東
都
玉
山
堂
梓
」
左
下
有
「
玉
山
堂

／
稻
田
氏
／
製
本
記
」
朱
印

版
心
題
「
三
字
經
」

題
簽
「
三
字
經　

全
」

末
丁
表
に
「
明
治
九
年
五
月
十
八
日
版
權
免
許
／
〈
出
版
人
／
兼
販
賣
〉

東
京
山
城
屋
稻
田
佐
兵
衞
／
發
賣
人
〈
東
京
山
城
屋
稻
田
源
吉
／
東
京
和

泉
屋
牧
野
善
兵
衞
〉」
と
の
刊
記
あ
り
。

鈐
有
「
大
橋
圖
／
書
館
記
」

本
書
は
【
５
】
と
酷
似
す
る
封
面
を
持
つ
が
、
別
版
で
あ
る
。

　
　

→
表
①

●
同　
　

筑
波
大
（
ル1（（-（（（

）

全
一
册

鈐
有
「
石
川
／
藏
書
」「
乙
竹
氏
／
臧
書
／
之
印
」「
東
京
敎
育
／
大
學
附

屬
／
圖
書
館
印
」

●
同
版　
　

東
大
總
（B（0-（（0（

）

宋
王
應
麟
撰　

東
京
文
淵
堂
淺
倉
屋
吉
田
久
兵
衞
後
印
本　

全
一
册

封
面
よ
り
「
玉
山
」
を
削
り
同
所
に
「
文
淵
」
を
埋
木
す
る
。

刊
記
よ
り
「
發
賣
人　

東
京
和
泉
屋
牧
野
善
兵
衞
」
を
削
り
「
讓
受
人　

東
京
淺
倉
屋
吉
田
久
兵
衞
」
を
埋
木
す
る
。

鈐
有
「
東
京
帝
國
大
學
圖
書
／
印
（
圓
印
）」「
高
木
敦
子
／
臧
書
之
印
」

【
11
】
●
三
字
經
一
卷　
　

國
會
（
特（（-1（（

）

平
井
保
正
（
枕
嶺
）
書　

明
治
十
二
年
東
京
平
井
保
正
刊
本
松
栢
樓
藏
版

　

全
一
册

單
邊
縱
二
〇
・
一
橫
十
三
・
一

有
界
四
行
六
字　

無
魚
尾
白
口　

﨤
點

首
「
三
字
經
」
末
に
明
治
十
二
年
平
井
枕
嶺
書
と
あ
り
。

封
面
「
平
井
枕
嶺
書
／
習
字
三
字
經
／
松
栢
樓
藏
梓
」

版
心
題
「
三
字
經
」

題
簽
「
習
字
三
字
經　

全
」

奧
付
「〈
明
治
十
二
年
／
三
月
廿
九
日
／
板
權
免
許
〉〈
筆
者
并
出
版
東
京
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府
士
族
平
井
保
正
／
發
兌
〔
東
京
〕
矢
澤
亀
吉
〉」
又
「〈
東
京
／
書
肆
〉

北
畠
茂
兵
衞
～
山
中
市
兵
衞
」
全
六
氏

無
印

　
　

→
表
①

【
1（
】
●
三
字
經
一
卷　
　

國
會
（
特（（-10（

）

卷
菱
潭
書　

明
治
十
五
年
中
外
堂
東
京
柳
川
梅
治
郞
刊
本　

全
一
册

雙
邊
縱
十
八
・
五
橫
十
二
・
六

有
界
四
行
六
字　

單
魚
尾
白
口　

送
﨤
縱
點

首
「
三
字
經
」
末
有
「
菱
潭
卷
熹
書
」

封
面
「
卷
菱
潭
先
生
書
／
〈
小
學
／
習
字
〉
三
字
經
／
東
京
書
林
中
外
堂

版
」
欄
外
上
方
に
「
版
／
權
／
免
／
許
」
と
あ
り
。

版
心
題
「
三
字
經
」

題
簽
「〈
小
學
／
習
字
〉〈
卷
菱
潭
書
／
三
字
經
〉
全
」

末
丁
裏
に
「
明
治
十
四
年
十
二
月
十
九
日
版
權
免
許
／
同
十
五
年
一
月
出

版
／
筆
者
〔
東
京
〕
卷
菱
潭
／
出
版
人
〔
東
京
〕
柳
川
梅
治
郞
」
と
の
刊

記
あ
り
。
末
有
出
版
書
目
全
二
書

無
印

五
行
六
字

【
1（
】
●
三
字
經
一
卷　

附
三
字
經
〔
傍
訓
〕　　

佐
賀
縣
立（
鍋（（（.1-1（（

）

龍
街
漫
士
書　

天
明
七
年
京
都
額
田
正
三
郞
等
刊
本　

全
一
册

左
右
雙
邊

無
界
五
行
六
字　

無
魚
尾
白
口　

句
送
﨤
縱
點

首
天
明
七
年
力
丸
之
光
（
東
山
）「
三
字
經
序
」　

次
「
三
字
經
」
末
有

「
龍
街
漫
士
書
」　

次
「
三
字
經
」（
十
二
行
二
十
四
字　

傍
訓
）

封
面
「
乾
隆
戊
戌
新
鐫
／
三
字
經
／
姑
蘇
閶
門
内
護
龍
街
／
大
關
帝
廟
北

首
姚
淸
華
齋
藏
板
」
上
方
に
「
諬
／
蒙
／
六
／
種
」
と
あ
り
。
左
方
に

「
皇
和
天
明
丁
未
新
刻
平
安
書
肆
額
田
一
止
人
藏
梓
」
と
あ
り
。

版
心
題
「
三
字
經
」

題
簽
な
し

奧
付
「
天
明
七
年
丁
未
中
秋
良
辰
／
皇
都
書
肆
額
田
正
三
郞
～
浪
速
書
肆

葛
城
長
兵
衞
」
全
四
氏
、
首
有
出
版
書
目
全
八
書

「
三
字
經
」（
傍
訓
）
末
丁
裏
に
「
皇
和
天
明
丁
未
新
刻
平
安
書
肆
額
田
一

止
人
藏
梓
」
と
の
刊
記
あ
り
。

鈐
有
「
水
竹
書
房
」「
石
龍
／
軒
」

本
書
の
解
題
は
、
高
山
節
也
氏
よ
り
提
示
を
受
け
た
資
料
に
よ
る
。

本
書
は
、
封
面
、
奧
付
共
に
備
わ
り
、
ま
た
奧
付
の
内
容
、
刷
り
の
具
合

か
ら
判
斷
し
て
、
同
版
本
の
中
で
も
筆
頭
に
擧
ぐ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、
保
存
状
態
は
非
常
に
悪
く
、
卷
首
に
は
皺
が
あ
り
、
正
確
な
寸
法

を
計
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
版
の
異
同
を
判
斷
す
る
際
、
混
乱
を
き
た

さ
ぬ
よ
う
、
あ
え
て
本
書
に
は
寸
法
を
記
載
せ
ず
、
次
の
後
印
本
の
項
に
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載
せ
る
。

　
　

→
表
②

●
同
版　
　

東
書
（（（（.（-1（

）

京
都
杉
本
玉
淵
堂
吉
野
屋
甚
助
後
印
本　

全
一
册

左
右
雙
邊
縱
十
六
・
〇
橫
十
一
・
九

題
簽
「
三
字
經
」

奧
付
「
京
都
書
肆
杉
本
玉
淵
堂
〈〔
京
都
〕
吉
野
屋
甚
助
／
同
出
店
〉」
首

有
出
版
書
目
全
九
書

鈐
有
「
東
書
／
文
庫
」「
□
／
□
□
□
／
□
（
圓
印
）」

●
同
版　
　

家
藏（

後
印
本　

全
一
册

奧
付
な
し

無
印

●
同
版　
　

家
藏1（

明
治
中
京
都
大
谷
津
逮
堂
吉
野
屋
仁
兵
衞
後
印
本　

全
一
册

奧
付
「
御
用
調
進
／
諸
書
物
製
本
處
／
〔
京
都
〕
大
谷
津
逮
堂
／
皇
都
書

林
吉
野
屋
仁
兵
衞
版
」

奧
付
前
に
明
治
六
年
書
肆
宣
傳
文
一
丁
あ
り
。

鈐
有
「
書
學
齋
」

【
1（
】
●
三
字
經
一
卷　

附
三
字
經
〔
傍
訓
〕　　

關
大
（L（（/A

/1（01

）

龍
街
漫
士
書　

天
明
七
年
京
都
額
田
正
三
郞
刊
本　

全
一
册

左
右
雙
邊
縱
十
五
・
九
橫
十
二
・
〇

無
界
五
行
六
字　

無
魚
尾
白
口　

句
送
﨤
縱
點

首
「
三
字
經
」
末
有
「
龍
街
漫
士
書
」　

次
「
三
字
經
」（
十
二
行
二
十
四

字　

傍
訓
）

封
面
「
乾
隆
戊
戌
新
鐫
／
三
字
經
／
姑
蘇
閶
門
内
護
龍
街
／
大
關
帝
廟
北

首
姚
淸
華
齋
藏
板
」
上
方
に
「
諬
／
蒙
／
六
／
種
」
と
あ
り
。
左
方
に

「
皇
和
天
明
丁
未
新
刻
平
安
書
肆
額
田
一
止
人
藏
梓
」
と
あ
り
。

版
心
題
「
三
字
經
」

題
簽
「
三
字
經
」

「
三
字
經
」（
傍
訓
）
末
丁
裏
に
「
皇
和
天
明
丁
未
新
刻
平
安
書
肆
額
田
一

止
人
藏
梓
」
と
の
刊
記
あ
り
。

鈐
有
「
北
□
」「
長
澤
／
臧
□
」

本
書
は
前
揭
【
1（
】
と
同
一
内
容
の
封
面
及
び
刊
記
を
有
す
る
が
、
本
書

及
び
同
版
本
三
點
全
て
が
天
明
七
年
の
序
を
闕
く
。
そ
の
た
め
、【
1（
】

の
版
種
は
も
と
も
と
序
を
持
た
な
か
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

文
字
は
【
1（
】
の
方
が
太
く
、
そ
の
理
由
を
【
1（
】
を
覆
刻
に
よ
る
も
の

と
す
れ
ば
、
序
を
省
い
て
の
覆
刻
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
本
書
を
重
刊

本
と
は
せ
ず
、
解
題
揭
載
順
位
を
【
1（
】
よ
り
後
に
す
る
だ
け
に
止
め
て

お
く
。
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→
表
②

●
同
版　
　

關
大
（L（（/A

/1（0（

）

後
印
本　

全
一
册

封
面
な
し
（
但
し
、
封
面
と
同
版
の
書
袋
あ
り
）

奧
付
な
し

無
印

●
同
版　
　

家
藏1（

後
印
本　

全
一
册

封
面
・
書
袋
な
し

題
簽
な
し

無
印

●
同
版　

東
大
總
（B（0-1（（（

）

全
一
册

題
簽
「
三
字
經
」

鈐
有
「
東
京
帝
／
國
大
學
／
圖
書
印
」「
南
葵
／
文
庫
」

【
1（
】
●
三
字
經
一
卷　
　

一
橋
大
（A

oki-1（（

）

龍
街
漫
士
書　

天
明
七
年
序
刊
本　

全
一
册

左
右
雙
邊
縱
十
五
・
七
橫
十
一
・
七

無
界
五
行
六
字　

無
魚
尾
白
口　

句
送
﨤
縱
點

首
天
明
七
年
力
丸
之
光
（
東
山
）「
三
字
經
序
」　

次
「
三
字
經
」
末
有

「
龍
街
漫
士
書
」

版
心
題
「
三
字
經
」

題
簽
「
三
字
經　

全
」

鈐
有
「
段
子
／
□
舍
」「
段
□
／
□
舍
」「
靑
木
／
□
□
」

　
　

→
表
②

【
1（
】
●
三
字
經
一
卷　
　

家
藏（

龍
街
漫
士
書　

天
明
七
年
序
寛
祐
舍
刊
本　

全
一
册

左
右
雙
邊
縱
十
五
・
五
橫
十
一
・
四

無
界
五
行
六
字　

無
魚
尾
白
口　

句
送
﨤
縱
點

首
天
明
七
年
力
丸
之
光
（
東
山
）「
三
字
經
序
」　

次
「
三
字
經
」
末
有

「
龍
街
漫
士
書
」

封
面
「
新
刻
／
三
字
經
／
寛
祐
舍
藏
梓
」
上
方
に
「
諬
／
蒙
／
六
／
種
」

と
あ
り
。

版
心
題
「
三
字
經
」

題
簽
な
し

無
印

　
　

→
表
②

【
1（
】
●
三
字
經
一
卷　

附
三
字
經
〔
傍
訓
〕　　

家
藏（
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龍
街
漫
士
書　

天
明
七
年
序
刊
本　

全
一
册

左
右
雙
邊
縱
十
五
・
六
橫
十
一
・
五

無
界
五
行
六
字　

無
魚
尾
白
口　

句
送
﨤
縱
點

首
天
明
七
年
力
丸
之
光
（
東
山
）「
三
字
經
序
」　

次
「
三
字
經
」
末
有

「
竜
街
漫
土
書
」　

次
「
三
字
經
」（
十
二
行
二
十
四
字　

傍
訓
）

封
面
「
新
刻
／
三
字
經
」
上
方
に
「
諬
／
蒙
／
六
／
種
」
と
あ
り
。

版
心
題
「
三
字
經
」

題
簽
「
三
字
經　

全
」

無
印

本
書
の
封
面
及
び
序
文
と
同
一
の
記
述
内
容
を
有
す
る
五
行
六
字
の
多
く

が
、
本
文
末
に
「
龍
街
漫
士
書
」
と
載
せ
て
い
る
。
本
書
の
「
竜
街
漫
土

書
」
は
そ
の
誤
記
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
書
者
名
は
「
龍
街
漫
士
」
と

し
て
お
く
。

　
　

→
表
②

【
1（
】
●
三
字
經
一
卷　

附
三
字
經
〔
傍
訓
〕　　

家
藏1（

天
明
七
年
序
刊
本　

全
一
册

單
邊
縱
十
六
・
九
橫
十
二
・
六

無
界
五
行
六
字　

單
魚
尾
白
口　

句
送
﨤
縱
點

首
天
明
七
年
力
丸
之
光
（
東
山
）「
三
字
經
序
」　

次
「
三
字
經
」
末
題

「
三
字
經
終
」　

次
「
三
字
經
」（
八
行
二
十
四
字　

傍
訓
）
末
題
「
三
字

經
終
」

封
面
「
三
字
經
」

版
心
題
「
三
字
經
」

題
簽
「
三
字
經　

完
」

無
印

本
書
は
天
明
七
年
の
序
を
載
せ
る
が
、「
龍
街
漫
士
書
」
と
の
記
述
は
な

い
。

　
　

→
表
③

【
1（
】
●
三
字
經
一
卷　

附
三
字
經
〔
傍
訓
〕　　

家
藏（（

龍
街
漫
士
書　

天
保
四
年
和
歌
山
眉
壽
堂
阪
本
屋
大
二
郞
刊
本　

全
一
册

左
右
雙
邊
縱
十
五
・
七
橫
十
一
・
六

無
界
五
行
六
字　

無
魚
尾
白
口　

句
送
﨤
縱
點

首
天
明
七
年
力
丸
之
光
（
東
山
）「
三
字
經
序
」　

次
「
三
字
經
」
末
有

「
龍
街
漫
士
書
」　

次
「
三
字
經
」（
十
二
行
二
十
四
字　

傍
訓
）
末
題

「
三
字
經
終
」

封
面
「
新
刻
／
三
字
經
／
眉
壽
堂
藏
梓
」
上
方
に
「
諬
／
蒙
／
六
／
種
」

と
あ
り
。

版
心
題
「
三
字
經
」

題
簽
「
三
字
經　

全
」

奧
付
「
天
保
四
癸
卯
年
夏
新
刻
／
和
哥
山
阪
本
屋
大
二
郞
」

無
印

　
　

→
表
②



和刻本『三字経』目録解題

— 175 —

●
同　
　

名
大
（（（（.（-R

）

全
一
册

鈐
有
「
三
□
／
名
己
倉
／
□
見
（
圓
印
）」「
碞
屋
／
野
□
」

●
同
版　
　

扶
桑
（
假
（
）

後
印
本　

一
册

傍
訓
箇
所
の
う
ち
二
丁
目
以
降
闕
丁
。

封
面
よ
り
「
眉
壽
堂
藏
梓
」
を
削
る
。

奧
付
な
し

題
簽
「
三
字
經　

全
」
書
貼

無
印

●
同
版　
　

家
藏（

後
印
本　

全
一
册

題
簽
「
三
字
經　

全
」

鈐
有
「
洛
河
平
」

●
同　
　

家
藏（（

全
一
册

無
印

【
（0
】
●
三
字
經
一
卷　

附
三
字
經
〔
傍
訓
〕　　

關
大
（L（（/A

/1（0（

）

嘉
永
以
前
江
戸
柏
悅
堂
内
野
屋
彌
平
次
刊
本　

全
一
册

單
邊
縱
十
八
・
一
橫
十
三
・
一

有
界
五
行
六
字　

無
魚
尾
白
口　

句
送
﨤
縱
點

首
「
三
字
經
」　

次
「
三
字
經
」（
十
二
行
二
十
四
字　

傍
訓
）
末
題
「
三

字
經
終
」

封
面
「
新
刻
大
字
素
讀
本
／
〈
諬
蒙
／
六
種
〉
三
字
經　

全
／
東
都
書
肆

　

柏
悅
堂
梓
」

版
心
題
「
三
字
經
」　

版
心
上
下
の
匡
廓
を
闕
く
。

題
簽
「
三
字
經　

全
」

奧
付
「
東
都
書
肆
柏
悅
堂
内
野
屋
彌
平
次
梓
」
末
有
出
版
書
目
全
九
書

無
印

　
　

→
表
④

●
同
版　
　

家
藏（

後
印
本　

全
一
册

題
簽
「
三
字
（
以
下
破
損
）」

無
印

●
同
版　
　

家
藏1（

嘉
永
六
年
江
戸
榮
久
堂
山
本
平
吉
印
本　

全
一
册

封
面
な
し



題
簽
「
三
字
經　

全
」

奧
付
「
嘉
永
六
年
癸
丑
九
月
求
板
／
江
都
書
肆
榮
久
堂
山
本
平
吉
梓
」
末

有
出
版
書
目
全
八
書

無
印

【
（1
】
●
三
字
經
一
卷　
　

關
大
（L（（/A

/1（0（

）

龍
街
漫
士
書　
（
幕
末
明
治
初
）
眉
壽
堂
刊
本　

全
一
册

左
右
雙
邊
縱
十
五
・
六
橫
十
一
・
六

無
界
五
行
六
字　

無
魚
尾
白
口　

句
送
﨤
縱
點

首
「
三
字
經
」
末
有
「
龍
街
漫
士
書
」

封
面
「
新
刻
／
三
字
經
／
眉
壽
堂
藏
梓
」
上
方
に
「
諬
／
蒙
／
六
／
種
」

と
あ
り
。

版
心
題
「
三
字
經
」

題
簽
「
三
字
經　

全
」

鈐
有
「
淺
野
」

　
　

→
表
②

●
同　
　

關
大
（L（（/A

/（（（（

）

全
一
册

無
印

●
同　
　

學
藝
大
（T

IA
O

-1（-1（

）

全
一
册

鈐
有
「
東
京
學
／
藝
大
／
學
圖
書
」

【
（（
】
●
三
字
經
一
卷　
　

家
藏10

龍
街
漫
士
書　
（
幕
末
明
治
初
）
刊
本　

全
一
册

左
右
雙
邊
縱
十
六
・
〇
橫
十
二
・
〇

無
界
五
行
六
字　

無
魚
尾
白
口　

句
送
﨤
縱
點

首
「
三
字
經
」
末
有
「
龍
街
漫
士
書
」

版
心
題
「
三
字
經
」　

版
心
上
下
の
匡
廓
を
闕
く
。

題
簽
「
三
字
經
」

無
印

國
文
學
研
究
資
料
館
所
藏
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
っ
て
名
古
屋
大
學

附
屬
圖
書
館
神
宮
皇
學
館
文
庫
（1（（･Sa

）
本
は
本
書
と
同
版
と
判
斷

さ
れ
る
。
但
し
、
皇
學
館
本
は
版
心
上
下
の
匡
廓
を
有
す
る
。
そ
れ
を
踏

ま
え
れ
ば
、
本
書
の
出
版
事
項
は
修
本
と
す
る
べ
き
だ
ろ
う
が
、
皇
學
館

本
を
實
見
し
て
い
な
い
現
在
の
と
こ
ろ
、
た
だ
刊
本
と
し
て
お
く
。

　
　

→
表
②

【
（（
】
●
三
字
經
一
卷　
　

關
大
（L（（/A

/1（0（

）

龍
街
漫
士
書　
（
幕
末
明
治
初
）
刊
本　

全
一
册

左
右
雙
邊
縱
十
五
・
六
橫
十
一
・
五

無
界
五
行
六
字　

無
魚
尾
白
口　

句
送
﨤
縱
點
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首
「
三
字
經
」
末
有
「
龍
街
漫
士
書
」

版
心
題
「
三
字
經
」

題
簽
「
三
字
經　

全
」

鈐
有
「
蟹
江
／
茂
松
」

　
　

→
表
②

【
（（
】
●
三
字
經
一
卷　
　

玉
川
大
（（0（（

）

中
澤
校
訂　
（
幕
末
明
治
初
）
刊
本
不
厭
堂
藏
版　

全
一
册

單
邊
縱
十
八
・
二
橫
十
三
・
一

有
界
五
行
六
字　

無
魚
尾
白
口　

送
﨤
點

首
「
三
字
經
」

封
面
「
中
澤
先
生
校
定
／
〈
諬
／
蒙
〉
三
字
經
／
不
厭
堂
藏
梓
」

版
心
題
「
三
字
經
」　

版
心
下
部
に
「
不
厭
堂
藏
」
と
あ
り
。
版
心
上
下

の
匡
廓
を
闕
く
。

題
簽
な
し

末
丁
裏
に
刻
工
名
「
來
民
堂
」
あ
り
。

無
印

　
　

→
表
④

【
（（
】
●
三
字
經
一
卷　
　

扶
桑
（
假
1
）

融
和
漫
士
書　
（
幕
末
明
治
初
）
融
和
社
中
藏
版
刊
本　

全
一
册

左
右
雙
邊
縱
十
七
・
三
橫
十
一
・
七

無
界
五
行
六
字　

單
魚
尾
白
口　

句
送
﨤
縱
點

首
「
三
字
經
」
末
有
「
融
和
漫
士
書
」

封
面
「
諬
蒙
必
讀
／
〈
新
／
版
〉
改
正
三
字
經
／
融
和
社
中
藏
」

版
心
題
「
三
字
經
」　

版
心
上
下
の
匡
廓
を
闕
く
。

題
簽
「〈
新
／
版
〉
改
正
三
字
經　

全
」

無
印

　
　

→
表
⑤

【
（（
】
●
三
字
經
一
卷　
　

東
書
（（（（.（-（（

）

融
和
漫
士
書　
（
明
治
中
）
學
校
藏
版
刊
本　

全
一
册

左
右
雙
邊
縱
十
七
・
一
橫
十
一
・
七

無
界
五
行
六
字　

單
魚
尾
白
口　

句
送
﨤
縱
點

首
「
三
字
經
」
末
有
「
融
和
漫
士
書
」

封
面
な
し
、
刷
表
紙
「
童
蒙
必
讀
／
〈
新
／
版
〉
改
正
三
字
經
／
學
校

藏
」

版
心
題
「
三
字
經
」　

版
心
上
下
の
匡
廓
を
闕
く
。

題
簽
な
し

鈐
有
「
東
書
／
文
庫
」

　
　

→
表
⑤

【
（（
】
●
三
字
經
一
卷　
　

筑
波
大
（
ル1（（-（（（

）

融
和
漫
士
書　
（
明
治
中
）
學
校
藏
版
刊
本　

全
一
册
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左
右
雙
邊
縱
十
七
・
一
橫
十
一
・
七

無
界
五
行
六
字　

單
魚
尾
白
口　

句
送
﨤
縱
點

首
「
三
字
經
」
末
有
「
融
和
漫
士
書
」

刷
表
紙
「
童
蒙
必
讀
／
〈
新
／
版
〉
改
正
三
字
經
／
學
校
藏
」
右
上
有
魁

星
印

題
簽
な
し

鈐
有
「
乙
竹
氏
／
臧
書
／
之
印
」「
東
京
敎
育
／
大
學
附
屬
／
圖
書
館

印
」

　
　

→
表
⑤

【
（（
】
●
三
字
經
一
卷　
　

玉
川
大
（（0（1
）

明
治
二
年
福
井
藩
刊
本　

全
一
册

單
邊
縱
十
五
・
九
橫
十
一
・
九

無
界
五
行
六
字　

無
魚
尾
白
口　

句
送
﨤
縱
點

首
「
三
字
經
」

封
面
「
明
治
二
己
巳
年
冬
十
一
月
新
鐫
／
〈
訂
／
正
〉
三
字
經
／
福
井
藩

校
内
頒
行
本
」

版
心
題
な
し

題
簽
「
三
字
經
（
以
下
破
損
）」

無
印

●
同　
　

關
大
（L（（/A

/1（0（

）

全
一
册

封
面
左
上
有
「
福
井
藩
／
學
校
印
」
朱
印

題
簽
「
三
字
經　

完
」

無
印

【
（（
】
●
三
字
經
一
卷　
　

關
大
（L（（/A

/1（0（

）

塚
田
爲
德
書　

明
治
三
年
以
後
長
野
凌
雲
堂
小
林
常
七
等
刊
本　

全
一
册

單
邊
縱
十
七
・
一
橫
十
二
・
九

無
界
五
行
六
字　

單
魚
尾
白
口　

句
送
﨤
縱
點

首
「
三
字
經
」
末
有
「
塚
田
爲
德
書
」

封
面
「
諬
蒙
六
種
／
三
字
經
／
信
陽
書
林　

凌
雲
堂
梓
」

版
心
題
「
三
字
經
」

題
簽
「
三
字
經　

全
」

奧
付
「
信
陽
書
林
〈
向
榮
堂
岩
下
伴
五
郞
／
凌
雲
堂
小
林
常
七
〉」

鈐
有
「
廣
印
□
／
室
□
□
」

奧
付
に
「
高
井
郡
中
野
町
／
凌
雲
堂
小
林
常
七
」
と
あ
り
、
高
井
郡
中
野

町
が
成
立
す
る
の
は
明
治
三
年
で
あ
る
た
め
、
明
治
三
年
以
後
の
出
版
と

判
斷
す
る
。

　
　

→
表
③

【
（0
】
●
三
字
經
一
卷　
　

國
會
（
特（（-10（

ｲ

）

明
治
十
四
年
東
京
大
庭
新
八
刊
本　

全
一
册
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單
邊
縱
十
六
・
九
橫
十
二
・
八

無
界
五
行
六
字　

單
魚
尾
白
口　

句
送
﨤
縱
點

首
「
三
字
經
」

版
心
題
「
三
字
經
」

題
簽
「
三
字
經
」

奧
付
「
明
治
十
四
年
五
月
廿
一
日
飜
刻
御
屆
／
同
年
八
月
二
十
日
出
版
／

原
版
主
東
京
府
平
民
荒
川
籘
兵
衞
／
飜
刻
人
東
京
府
平
民
大
庭
新
八
」

無
印

→
表
③

●
同
版　
　

家
藏（

後
印
本
東
京
錦
耕
堂
藏
版　

全
一
册

封
面
「
諬
蒙
六
種
／
三
字
經
／
東
京
書
肆
錦
耕
堂
梓
」

奧
付
「
原
版
主
東
京
荒
川
籘
兵
衞
」
を
削
る
。

無
印

【
（1
】
●
三
字
經
一
卷　
　

國
會
（
特（（-（（0

）

明
治
十
四
年
東
京
中
山
正
好
刊
本
文
錦
堂
藏
版　

全
一
册

單
邊
縱
十
七
・
七
橫
十
三
・
〇

有
界
五
行
六
字　

無
魚
尾
白
口　

送
﨤
縱
點

首
「
三
字
經
」

封
面
「
東
京
書
林
／
三
字
經
／
文
錦
堂
版
」

版
心
題
な
し　

版
心
上
下
の
匡
廓
を
闕
く
。

題
簽
「
三
字
經　

全
」

奧
付
「
明
治
十
四
年
九
月
十
四
日
出
版
御
屆
／
飜
刻
出
版
人　

東
京
府
士

族
中
山
正
好
」
又
墨
格
あ
り
。

無
印

→
表
④

●
同
版　
　

國
會
（
特（（-10（

ﾆ

）

明
治
十
六
年
東
京
萩
原
新
七
印
本
松
永
堂
藏
版　

全
一
册

封
面
「
東
京
書
肆
／
三
字
經
／
松
永
堂
梓
」

版
心
題
な
し　

版
心
上
下
の
匡
廓
を
闕
く
。

題
簽
「
三
字
經　

全
」

奧
付
「
明
治
十
六
年
六
月
十
三
御
屆
／
〈
飜
刻
／
出
版
人
〉
東
京
府
平
民

萩
原
新
七
」
十
三
は
埋
木
。
又
「
東
京
〈
須
原
屋
茂
兵
衞
～
萩
原
新
七
〉」

全
九
氏

鈐
有
「
東
京
／
圖
書
／
館
藏
」

【
（（
】
●
三
字
經
一
卷　
　

國
會
（
特（（-10（

ﾛ

）

明
治
十
四
年
埼
玉
酒
井
省
吾
據
天
明
七
年
京
都
額
田
正
三
郞
等
刊
本
重
刊

　

全
一
册

左
右
雙
邊
縱
十
七
・
二
橫
十
二
・
九

無
界
五
行
六
字　

無
魚
尾
白
口　

句
送
﨤
縱
點
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首
「
三
字
經
」

封
面
「
乾
隆
戊
戌
新
鐫
／
三
字
經
／
淸
華
齋
藏
」
上
方
に
「
諬
／
蒙
／
六

／
種
」
と
あ
り
。

版
心
題
「
校
正
三
字
經
」

題
簽
「
三
字
經　

全
」

奧
付
「
明
治
十
四
年
十
一
月
十
五
日
飜
刻
御
屆
／
仝
年
十
二
月
出
板
／
原

版
者
吉
野
屋
甚
助
／
飜
刻
人
埼
玉
縣
酒
井
省
吾
／
發
兌
人
埼
玉
小
野
修
三

／
同
埼
玉
長
島
爲
一
郞
／
同
埼
玉
金
子
彌
吉
」

無
印

封
面
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
乾
隆
四
十
三
年
淸
華
齋
刊
本
の
重
刊
本

で
あ
る
。
し
か
し
、
淸
華
齋
本
に
は
な
く
天
明
七
年
京
都
額
田
正
三
郞
等

刊
本
に
あ
る
「
諬
蒙
六
種
」
の
語
句
が
あ
る
た
め
、
淸
華
齋
本
を
底
本
に

し
た
天
明
七
年
刊
本
の
重
刊
本
と
判
斷
す
る
。

　
　

→
②

【
（（
】
●
三
字
經
一
卷　

附
三
字
經
〔
傍
訓
〕　　

國
會
（
特（（-10（

ﾊ
）

宋
王
應
麟
撰　

高
木
弘
平
訓
點　

明
治
十
五
年
埼
玉
盛
化
堂
長
島
爲
一
郞

刊
本　

全
一
册

單
邊
縱
十
六
・
六
橫
十
二
・
八

無
界
五
行
六
字　

單
魚
尾
白
口　

句
送
﨤
縱
點

首
「
三
字
經
」　

次
「
三
字
經
」（
十
一
行
二
十
六
字　

傍
訓
）

封
面
「
王
伯
厚
纂
／
三
字
經　

全
／
書
林
盛
化
堂
藏
版
」

版
心
題
「
三
字
經
」

題
簽
「
三
字
經　

全
」

奧
付
「
明
治
十
五
年
三
月
二
十
一
日
出
版
御
屆
／
同
年
四
月
十
五
日
刻
成

／
訓
點
者
岡
山
縣
士
族
高
木
弘
平
／
出
板
人
武
州
長
島
爲
一
郞
／
發
兌
人

東
京
榊
原
友
吉
」

無
印

　
　

→
表
③

●
同　
　

學
藝
大
（T

IA
O

-1（-1（

）

全
一
册

鈐
有
「
東
京
學
／
藝
大
／
學
圖
書
」

【
（（
】
●
三
字
經
一
卷　
　

國
會
（
特（（-10（

ﾎ

）

宋
王
應
麟
撰　

高
木
熊
三
郞
點　

明
治
十
六
年
大
阪
群
玉
堂
岡
田
茂
兵
衞

修
本　

全
一
册

單
邊
縱
十
五
・
四
橫
十
二
・
〇

無
界
五
行
六
字　

單
魚
尾
白
口　

眉
注　

句
﨤
點

首
「
三
字
經
〈
宋
王
伯
厚
著
／
日
本
高
木
熊
三
郞
點
〉」〈
宋
王
伯
厚
著
／

日
本
高
木
熊
三
郞
點
〉
は
埋
木
。

封
面
「
宋
王
伯
厚
著
／
日
本
高
木
熊
三
郞
校
點
／
三
字
經　

全
／
大
阪
書

林
岡
田
群
玉
堂
」

版
心
題
「
三
字
經
」
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題
簽
「
三
字
經
〈
宋
王
伯
厚
先
生
著
／
日
本
高
木
熊
三
郞
點
〉
全
」

奧
付
「
明
治
十
六
年
九
月
十
五
日
出
版
御
屆
／
同
十
月
十
五
日
出
版
／
點

者
大
阪
府
平
民
高
木
熊
三
郞
／
出
版
人
〔
大
阪
府
平
民
〕
岡
田
茂
兵
衞
」

鈐
有
「
東
京
／
圖
書
／
館
藏
」

　
　

→
表
③

●
同
版　
　

關
大
（（011（（（（1

）

大
阪
嵩
山
堂
靑
木
恒
三
郞
後
印
本　

全
一
册

封
面
な
し

奧
付
「
和
漢
洋
書
籍
出
版
所
／
発
行
者
大
阪
靑
木
恒
三
郞
／
製
本
發
賣
所

大
阪
嵩
山
堂
本
店
／
仝
東
京
嵩
山
堂
支
店
／
仝
〔
三
重
〕
嵩
山
堂
分
店
」

鈐
有
「
實
□
／
卽
現
／
臧
印
」「
太
田
」

【
（（
】
●
三
字
經
一
卷　
　

東
大
總
（B（0-1（（（

）

津
田
鎗
藏
訓
點　

明
治
十
六
年
千
葉
停
雲
館
茂
木
房
五
郞
刊
本　

全
一
册

單
邊
縱
十
八
・
五
橫
十
三
・
七

有
界
五
行
六
字　

無
魚
尾
白
口　

句
送
﨤
縱
點

首
「
三
字
經
」

封
面
「
校
訂
訓
點
／
三
字
經
／
總
陽
河
東
停
雲
館
梓
行
」
上
部
に
「
明
治

甲
申
年
發
行
」、
校
訂
訓
點
下
部
に
「
千
里
／
必
究
」
と
あ
り
。

版
心
題
「
三
字
經
」　

版
心
上
下
の
匡
廓
を
闕
く
。

題
簽
「〈
校
訂
／
訓
點
〉
三
字
經　

全
」

末
丁
裏
に
「〈
明
治
十
六
年
十
二
月
十
日
御
屆
／
訓
點
者
東
京
府
士
族
津

田
鎗
藏
〉
出
版
人
千
葉
縣
平
民
茂
木
房
五
郞
」
と
の
刊
記
あ
り
。

鈐
有
「
東
京
帝
／
國
大
學
／
圖
書
印
」

　
　

→
表
④

【
（（
】
●
三
字
經
一
卷　

附
三
字
經
〔
傍
訓
〕　　

國
會
（
特（（-10（

ﾍ

）

宋
王
應
麟
撰　

高
木
弘
平
訓
點　

高
木
春
園
書　

明
治
十
七
年
東
京
高
橋

定
吉
刊
本
淸
光
堂
藏
版　

全
一
册

單
邊
縱
十
六
・
七
橫
十
二
・
四

有
界
五
行
六
字　

單
魚
尾
白
口　

送
﨤
縱
點

首
「
三
字
經
」
末
有
「
高
木
春
園
書
」　

次
「
三
字
經
」（
十
一
行
二
十
五

字　

傍
訓
）

封
面
「
王
伯
厚
纂
／
三
字
經　

全
／
東
京
書
肆
淸
光
堂
藏
版
」

版
心
題
「
三
字
經
」

題
簽
「
三
字
經　

全
」

奧
付
「
明
治
十
七
年
八
月
廿
八
日
御
屆
／
同
年
九
月
十
五
日
出
板
／
訓
點

人
岡
山
縣
士
族
高
木
弘
平
／
出
板
人
東
京
府
平
民
高
橋
定
吉
／
發
兌
人
同

北
澤
伊
八
／
賣
捌
館
埼
玉
須
原
屋
支
店
」

鈐
有
「
東
京
／
圖
書
／
館
臧
」

【
（（
】
●
三
字
經
一
卷　

附
三
字
經
〔
傍
訓
〕　　

國
會
（
特（（-10（

）

佐
佐
木
邦
次
朗
訓
點　

東
園
隆
書　

明
治
十
八
年
東
京
佐
佐
木
邦
次
朗
刊
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本　

全
一
册

單
邊
縱
十
八
・
七
橫
十
三
・
七

有
界
五
行
六
字　

無
魚
尾
白
口　

句
送
﨤
縱
點

首
「
三
字
經
」
末
有
「
東
園
隆
書
」　

次
「
三
字
經
」（
十
六
行
三
十
六
字

　

傍
訓
）
末
題
「
三
字
經
終
」

封
面
「
佐
佐
木
邦
次
朗
訓
點
／
〈
訂
／
正
〉
三
字
經
／
東
京
書
肆
廣
文
堂

發
兌
」
左
下
有
「
安
田
／
氏
記
」
朱
印

版
心
題
「
三
字
經
」　

版
心
上
下
の
匡
廓
を
闕
く
。

題
簽
「〈
訂
／
正
〉
三
字
經　

佐
佐
木
邦
次
朗
訓
點　

全
」

奧
付
「
明
治
十
六
年
十
一
月
廿
日
出
版
御
屆
／
仝
十
八
年
三
月
出
版
／

〈
訓
點
兼
／
出
版
人
〉
東
京
府
平
民
佐
佐
木
邦
次
朗
／
發
兌
人
東
京
府
平

民
安
田
恒
太
郞
」

　
　

→
表
④

●
同
版
（
闕
三
字
經
〔
傍
訓
〕）　

全
一
册　
　

東
大
總
（B（0-1（0（
）

全
一
册

鈐
有
「
島
田
氏
雙
／
桂
樓
收
臧
」「
南
葵
／
文
庫
」「
東
京
帝
／
國
大
學
／

圖
書
印
」

五
行
九
字

【
（（
】
●
三
字
經　
　

國
會
（
特（（-（（（

）

高
橋
豐
珪
（
石
齋
）
書　

明
治
中
東
京
山
城
屋
稻
田
佐
兵
衞
等
刊
本

單
邊
縱
二
十
二
・
〇
橫
十
三
・
五

有
界
五
行
九
字　

無
魚
尾
白
口　

送
﨤
縱
點

首
「
三
字
經
」

封
面
「
石
齋
高
橋
先
生
書
／
〈
大
字
／
校
正
〉
三
字
經
／
江
都
書
林
山
城

屋
佐
兵
衞
」

版
心
題
「
三
字
經
」

題
簽
「〈
大
字
／
校
正
〉
三
字
經
」

奧
付
「
京
都
勝
村
治
右
衞
門
～
〔
東
京
〕
稻
田
佐
兵
衞
」
全
九
氏　

上
方

に
「
三
／
都
／
書
／
林
」
と
あ
り
。

鈐
有
「
文
部
省
／
圖
書
館
」「
文
部
省
／
書
庫
」
以
上
に
「
文
部
省
／
書

庫
消
／
印
之
證
」
押
印
あ
り
。「
東
京
／
圖
書
／
館
臧
」

奧
付
に
「
東
京
日
本
橋
通
一
丁
目
／
北
畠
茂
兵
衞
」
と
の
記
述
が
あ
る
た

め
、
明
治
中
の
出
版
と
判
斷
す
る
。

奧
付
は
【
（1
】
三
康
（1（-1（（

）
と
別
版
で
あ
る
が
、
記
載
内
容
は
全
て

一
致
し
て
い
る
。

　
　

傍
訓
な
し
→
【
（（
】

【
（（
】
●
三
字
經　
　

家
藏（1

明
治
中
東
京
保
永
堂
刊
本

單
邊
縱
十
八
・
五
橫
十
三
・
六
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有
界
五
行
九
字　

無
魚
尾
白
口　

傍
訓　

送
﨤
縱
點

首
「
三
字
經
」

封
面
「
新
刻
平
假
名
素
讀
本
／
〈
諬
蒙
／
六
種
〉
三
字
經　

全
／
東
京
書

肆
保
永
堂
發
兌
」

版
心
題
「
三
字
經
」　

版
心
上
下
の
匡
廓
を
闕
く
。

題
簽
「
三
字
經　

平
假
名
附　

全
」

鈐
有
「
泰
／
□
」

　
　

傍
訓
あ
り
→
【
（（
】

六
行
六
字

【
（0
】
●
三
字
經
一
卷　
　

家
藏1

嘉
永
四
年
大
阪
籘
屋
九
兵
衞
重
刊
本　

全
一
册

雙
邊
縱
十
七
・
七
橫
十
三
・
〇

有
界
六
行
六
字　

單
魚
尾
白
口　

無
點

首
「
三
字
經
」

版
心
題
「
三
字
經
」

題
簽
「
三
字
經　

完
」

奧
付
「
嘉
永
四
年
亥
初
秋
再
補
／
浪
花
書
肆
大
阪
籘
屋
九
兵
衞
梓
」
と
あ

り
。

無
印

奧
付
に
「
再
補
」
と
あ
る
が
、
埋
木
等
は
見
ら
れ
ず
、
修
本
か
は
不
明
で

あ
る
た
め
、
重
刊
本
と
し
て
お
く
。

【
（1
】
●
三
字
經
一
卷　
　

内
閣
（（（（-（（

）

宋
王
應
麟
撰　

札
幹
暢
（
愛
蘭
）
書　

嘉
永
六
年
序
愛
蘭
居
刊
本　

全
一

册單
邊
縱
十
八
・
一
橫
十
二
・
八

有
界
六
行
六
字　

單
魚
尾
白
口　

﨤
點

首
嘉
永
六
年
小
野
卷
（
橫
山
湖
山
）「
敍
」　

次
「
三
字
經
」　

次
嘉
永
癸

丑
（
六
年
）
札
幹
暢
「
跋
（
版
心
）」

封
面
「
王
伯
厚
先
生
纂
／
三
字
經
／
愛
蘭
居
藏
梓
」
一
行
目
下
部
に
「
愛

蘭
居
／
圖
書
印
」
の
刷
り
あ
り
。

版
心
題
「
三
字
經
」

題
簽
「〈
新
／
刻
〉
正
書
三
字
經　

全
」

鈐
有
「
昌
平
坂
／
學
問
館
」「
嘉
永
壬
子
」

●
同
版　

附
三
字
經
〔
傍
訓
〕　　

三
康
（1（-1（（

）

明
治
中
東
京
稻
田
佐
兵
衞
等
後
印
本　

全
一
册

首
「
三
字
經
」　

次
「
三
字
經
」（
十
二
行
二
十
四
字　

傍
訓
）
末
題
「
三

字
經
終
」

題
簽
位
置
に
「
三
字
經
」
と
の
書
付
あ
り
。

奧
付
「
京
都
勝
村
治
右
衞
門
～
〔
東
京
〕
稻
田
佐
兵
衞
」
全
九
氏　

上
部
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に
「
三
／
都
／
書
／
林
」
と
あ
り
。
參
照
→
【
（（
】

鈐
有
「
大
橋
／
圖
書
／
館
印
」

【
（（
】
●
三
字
經
一
卷　
　

靜
岡
縣
立
（1（（-（0-

復1

）

慶
應
四
年
文
林
堂
刊
本
靜
岡
本
屋
市
藏
藏
版　

全
一
册

單
邊
縱
十
八
・
一
橫
十
二
・
七

有
界
六
行
六
字　

單
魚
尾
白
口　

送
﨤
點

首
「
三
字
經
」

封
面
「
千
里
必
究
／
三
字
經
正
文 
全
／
文
林
堂
」

版
心
題
「
三
字
經
」

題
簽
「
三
字
經
正
文　

全
」

奧
付
「
慶
應
四
年
歳
在
丙
辰
／
春
三
月
／
駿
州
靜
岡
江
川
町
／
本
屋
市
藏

板
」

鈐
有
「
駿
州
／
喜　

西
十
谷
／
菴
原
（
圓
印
）」「
喜　

西
十
谷
之
收
」

「
□
□
／
臧
書
」

●
同　
　

靜
岡
縣
立
（1（（-（0-

〔
庫
〕
特
）

全
一
册

鈐
有
「
靜
岡
縣
立
／
葵
文
庫
／
藏
書
之
印
」

【
（（
】
●
三
字
經
一
卷　
　

國
會
（
特（（-（（（

）

三
宅
衟
明
訓
點　

明
治
十
五
年
埼
玉
松
濤
軒
酒
井
省
吾
刊
本　

全
一
册

單
邊
縱
（
十
五
・
一
、
十
二
・
三
）
橫
九
・
八
（
兩
層
）

有
界
六
行
六
字　

單
魚
尾
上
白
口
下
小
黑
口　

傍
訓　

送
﨤
縱
點

首
尹
致
昊
（
題
字
）　

次
「
三
字
經
（
版
心
）」

封
面
「
三
宅
衟
明
訓
點
／
三
字
經　

假
名
付　

全
／
〈
明
治
十
五
年
／
一

月
刻
成
〉
酒
井
松
濤
軒
藏
」

版
心
題
「
三
字
經
」

題
簽
「
三
字
經　

三
宅
衟
明
訓
點　

全
」

奧
付
「
明
治
十
四
年
十
一
月
卅
日
出
版
御
屆
／
同
十
五
年
一
月
日
刻
成
出

版
／
訓
點
人
東
京
府
士
族
三
宅
衟
明
／
出
版
人
埼
玉
縣
平
民
埼
玉
酒
井
省

吾
／
發
兌
人
東
京
府
平
民
高
橋
源
助
」
酒
井
省
吾
下
部
有
「
松
／
萬
堂
」

印無
印

六
行
九
字

【
（（
】
●
三
字
經
一
卷　
　

國
會
（
特（1-（0（

）

宋
王
應
麟
撰　

吉
田
徹
三
譯　

靑
木
輔
淸
閱　

明
治
十
四
年
東
京
永
井
俊

次
郞
刊
本　

全
一
册

雙
邊
縱
十
三
・
〇
橫
八
・
八

有
界
六
行
九
字　

無
魚
尾
白
口　

傍
訓　

﨤
縱
點

首
明
治
十
四
年
靑
木
輔
淸
「
三
字
經
譯
語
緖
言
」　

次
「
三
字
經
〈
宋
王
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伯
厚
撰
／
皇
京
吉
田
徹
三
譯
〉」
末
題
「
三
字
經
止
」

封
面
「
炎
宋
王
伯
厚
原
撰
／
皇
都
〈
靑
木
輔
淸
閱
／
吉
田
徹
三
譯
〉
／
三

字
經
譯
語
／
出
版
御
屆
〈
明
治
十
四
年
／
十
二
月
十
日
〉
文
榮
堂
發
兌
」

版
心
題
「
三
字
經
」　

版
心
上
部
に
「
譯
語
」
と
あ
り
。

題
簽
「
三
字
經
譯
語
〈
靑
木
輔
淸
閱
／
吉
田
徹
三
譯
〉
全
」

奧
付
「
出
版
御
屆
〈
明
治
十
四
年
十
二
月
／
同
年
同
月
出
版
〉
／
編
者
東

京
府
平
民
吉
田
徹
三
／
出
版
人
東
京
府
平
民
永
井
俊
次
郞
／
發
兌
人
埼
玉

縣
平
民
岸
田
文
吉
」

無
印

六
行
十
二
字

【
（（
】
●
三
字
經
一
卷　

附
讀
法
略
解　
　

國
會
（
特（（-（（（
）

明
治
五
年
附
錄
刊
本
長
野
集
義
堂
藏
版　

全
一
册

單
邊
縱
十
五
・
〇
橫
一
〇
・
六

無
界
六
行
十
二
字　

單
魚
尾
白
口　

送
﨤
縱
點

首
「
三
字
經
」　

次
明
治
五
年
集
義
堂
主
人
「
讀
法
略
解
」

封
面
「
官
許
／
〈
讀
法
／
略
解
〉
三
字
經
／
信
濃
上
田
集
義
堂
藏
梓
」

版
心
題
「
三
字
經
」

題
簽
「〈
讀
法
／
略
解
〉
三
字
經　

全
」

鈐
有
「
東
京
府
／
書
籍
館
／
臧
書
印
」「
文
部
省
／
圖
書
印
」

●
同　
　

家
藏（（

全
一
册

無
印

　
　
　
　

明
淸
注
釋
書

【
（（
】
●
新
鍥
三
字
經
註
解
一
卷　
　

玉
川
大
（（10

）

明
陳
翰
撰　

明
暦
四
年
京
都
婦
屋
林
傳
左
衞
門
刊
本　

全
一
册

單
邊
縱
二
十
・
四
橫
十
四
・
九

無
界
六
行
字
數
不
定
注
文
小
字
雙
行
十
六
字
相
當　

雙
魚
尾
白
口　

﨤
縱

點首
「
新
鍥
三
字
經
註
解
／
福
建
扆
城
陳
翰
迅
成
」
末
題
「
三
字
經
註
解

終
」

版
心
題
「
三
字
經
」

題
簽
位
置
に
「
新
鍥
三
字
經
註
解
」
と
の
墨
書
あ
り
。

末
丁
裏
に
「
明
曆
四
戊
戌
歳
／
三
條
通
菱
屋
町
／
婦
屋
林
傳
左
衞
門
」
と

の
木
記
あ
り
。

鈐
有
「
玉
川
／
學
園
／
圖
書
」「
玉
川
圖
書
」「
南
宗
／
宮
□
（
圓
印
）」

●
同　
　

内
閣
（（（（-（（

）
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全
一
册

題
簽
「
新
鍥
三
字
經
註
解　

全
」
書
貼

鈐
有
「
淺
草
文
庫
」「
大
學
／
藏
書
」「
日
本
／
政
府
／
圖
書
」

【
（（
】
●
三
字
經
訓
詁
一
卷　
　

内
閣
（（（（-（（

）

淸
王
相
注　

徐
士
業
校　

天
保
二
年
昌
平
坂
學
問
所
據
康
煕
五
年
序
歙
西

徐
氏
刊
本
重
刊　

全
一
册

左
右
雙
邊
縱
十
八
・
六
橫
十
三
・
一

有
界
四
行
六
字　

單
魚
尾
白
口　

句
﨤
四
聲
點

首
「
三
字
經
訓
詁
／
歙
西
徐
士
業
建
勲
氏
校
刊
」
卷
首
有
康
煕
丙
午
（
五

年
）
王
相
（
序
）

版
心
題
「
三
字
經
訓
詁
」

題
簽
「〈
官
／
板
〉
三
字
經
訓
詁
」

卷
末
に
「
天
保
二
年
刊
」
と
の
刊
記
あ
り
。

鈐
有
「
昌
平
坂
／
學
問
所
」「
淺
草
文
庫
」「
日
本
／
政
府
／
圖
書
」「
天

保
辛
卯
」「
安
政
戊
午
」

●
同　
　

内
閣
（（（（-（（

）

全
一
册

鈐
有
「
昌
平
坂
／
學
問
所
」「
淺
草
文
庫
」

●
同　
　

關
大
（L（（/A

/（（（1

）

全
一
册

鈐
有
「
井
上
圖
／
書
記
」

●
同　
　

關
大
（L（1/1/（0（

）

全
一
册

無
印

　
　

準
漢
籍

三
行
四
字

【
（（
】
●
眞
書
三
字
經
一
卷　

附
眞
書
三
字
經
〔
傍
訓
〕　　

國
會
（
特

（（-1（（

）

卷
菱
潭
書　

附
錄
潭
舟
釣
書　

明
治
七
年
東
京
鈴
木
忠
藏
刊
本
書
學
敎
館

藏
版　

全
一
册

單
邊
縱
十
八
・
四
橫
十
二
・
六

有
界
三
行
四
字　

單
魚
尾
白
口　

無
點

首
「
眞
書
三
字
／
經
／
王
伯
厚
撰
」
末
に
明
治
八
年
卷
菱
潭
と
あ
り
。 

　

次
「
眞
書
三
字
經　

王
伯
厚
撰
」（
八
行
十
二
字　

傍
訓
）
末
有
「
門

生
潭
舟
釣
徒
書
」

封
面
「
卷
菱
潭
書
／
眞
書
三
字
經
／
書
學
敎
館
藏
」
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版
心
題
「
三
字
經
」　

版
心
上
下
の
匡
廓
を
闕
く
。

題
簽
「
卷
菱
潭
書
／
眞
書
三
字
經　

完
」

奧
付
「
官
許
明
治
七
年
十
二
月
／
書
學
敎
館
藏
／
東
京
書
林
鈴
木
忠
藏

〈
發
／
兌
〉」

鈐
有
「
東
京
府
／
書
籍
館
／
藏
書
印
」「
東
京
書
籍
館
／
明
治
五
年
／
文

部
省
創
立
（
圓
印
橫
書
）」「
明
治
九
年
圖
書
寮
交
付
」

三
行
六
字

【
（（
】
●
習
字
捷
徑
三
字
經
一
卷　
　

國
會
（
特（（-（（1

）

伊
籘
信
平
（
桂
洲
）
書　

明
治
六
年
刊
本
天
香
書
屋
藏
版　

全
一
册

雙
邊
縱
二
十
・
七
橫
十
三
・
一

無
界
三
行
六
字　

無
魚
尾
白
口　

無
點

首
「
習
字
捷
徑
三
字
經
（
封
面
）」
末
に
明
治
六
年
伊
籘
桂
洲
と
あ
り
。

封
面
「
桂
洲
先
生
書
／
〈
習
字
／
捷
徑
〉
三
字
經
／
天
香
書
屋
藏
版
」

版
心
題
な
し

題
簽
「〈
訓
／
蒙
〉
草
行
三
字
經　

全
」

卷
末
に
刻
工
名
「
朝
倉
吉
之
助
」
あ
り
。

鈐
有
「
書
籍
／
館
印
」「
東
京
府
／
書
籍
館
／
藏
書
印
」「
文
部
省
／
圖
書

印
」「
東
京
書
籍
館
／
明
治
五
年
／
文
部
省
創
立
（
圓
印
橫
書
）」「
明
治

八
年
文
部
省
交
付
」

四
行
六
字

【
（0
】
●
增
訂
三
字
經
一
卷　

附
增
訂
三
字
經
釋
文
〔
傍
訓
〕　　

國
會

（
特（（-11（

）

内
田
嘉
一
（
晉
齋
）
書　

釋
文
靑
木
理
中
（
東
園
）
書　

明
治
七
年
萬
蘊

堂
刊
本　

全
一
册

單
邊
縱
十
七
・
八
橫
十
三
・
二

有
界
四
行
六
字　

無
魚
尾
白
口　

無
點

首
（
題
字
）
藍
印　

次
甲
戌
（
明
治
七
年
）
内
田
嘉
一
（
序
）　

次
「
增

訂
三
字
經
」
末
有
「
二
五
三
三
年
冬
晉
齋
書
」　

次
「
增
訂
三
字
經
釋

文
」（
九
行
十
五
字　

傍
訓
）
末
有
「
明
治
七
年
第
六
月
靑
木
東
園
主
人

書
」

封
面
「
内
田
晉
齋
書
／
增
訂
三
字
經
／
〈
明
治
七
年
／
六
月
新
鐫
〉
萬
蘊

堂
發
兌
」

版
心
題
「
三
字
經
」　

版
心
上
部
に
「
增
訂
」
と
あ
り
。

題
簽
「
增
訂
三
字
經　

完
」

釋
文
末
丁
に
刻
工
名
「
瀧
澤
義
之
吉
」
あ
り
。

鈐
有
「
東
京
府
／
書
籍
館
／
藏
書
印
」「
文
部
省
／
圖
書
印
」

【
（1
】
●
假
字
繪
入
三
字
經
讀
本
一
卷　
　

國
會
（
特（（-11（

）
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增
田
長
寛
訓
點　

本
多
徴
（
董
邨
）
書　

明
治
十
三
年
東
京
島
村
利
助
刊

本
英
蘭
堂
藏
版　

全
一
册

雙
邊
縱
（
十
九
・
三
、
十
四
・
五
）
橫
十
二
・
〇
（
兩
層
）

有
界
四
行
六
字　

單
魚
尾
白
口　

全
相　

傍
訓　

﨤
點

首
（
題
字
）　

次
「〈
假
字
／
繪
入
〉
三
字
經
讀
本
」
末
有
「
應
需
董
邨
本

多
徴
書
」

封
面
「
增
田
長
寛
訓
點
／
〈
假
字
／
繪
入
〉
三
字
經
讀
本
／
英
蘭
堂
藏

版
」
右
上
有
「
馨
春
／
□
禺
」
朱
圓
印
、
左
下
有
「
英
蘭
／
堂
記
」
朱
方

印版
心
題
「
三
字
經
読
本
」　

版
心
下
部
に
「
英
蘭
堂
藏
版
」
と
あ
り
。

題
簽
「〈
假
字
／
繪
入
〉〈
增
田
長
寛
訓
點
／
三
字
經
讀
本
〉
改
新
點　

全
」

奧
付
「
明
治
十
三
年
九
月
二
十
日
出
版
御
屆
／
同　

同
年
十
月
刻
成
發
賣

／
（
出
版
書
目
一
書
）
／
訓
點
人
〔
東
京
〕
增
田
長
寛
／
出
版
人
〔
東

京
〕
島
村
利
助
」

鈐
有
「
東
京
圖
／
書
館
臧
／
書
之
印
」

【
（（
】
●
標
註
增
補
三
字
經
一
卷　
　

國
會
（
特（（-11（

）

原
亮
策
編　

明
治
十
七
年
東
京
金
港
堂
原
亮
三
郞
刊
本　

全
一
册

雙
邊
縱
十
七
・
一
橫
十
一
・
九

有
界
四
行
六
字　

單
魚
尾
白
口　

送
﨤
縱
點

首
「〈
標
／
註
〉
增
補
三
字
經
／
王
伯
厚
先
生
原
本　

原
亮
策
編
纂
」
末

題
「〈
標
／
註
〉
增
補
三
字
經
終
」

封
面
「
原
亮
策
編
纂
／
〈
標
／
註
〉
增
補
三
字
經
／
東
京
金
港
堂
藏
版
」

版
心
題
「〈
標
／
註
〉
增
補
三
字
經
」　

版
心
下
部
に
「
金
港
堂
梓
」
と
あ

り
。

題
簽
「〈
標
／
註
〉
增
補
三
字
經　

原
亮
策
編
纂　

全
」

末
丁
表
に
「
明
治
十
七
年
／
一
月
三
十
一
日
／
板
權
免
許
／
仝
十
七
年
／

三
月
出
版
」
又
「
編
纂
人
東
京
府
士
族
原
亮
策
／
出
版
人
〔
東
京
府
士

族
〕
原
亮
三
郞
／
賣
捌
所
〈
東
京
大
坂
／
兵
庫
岐
阜
〉
金
港
堂
」
と
の
刊

記
あ
り
。
原
亮
三
郞
下
部
有
「
金
港
堂
／
發
兌
證
」
朱
印

鈐
有
「
東
京
／
圖
書
／
館
藏
」

四
行
九
字

【
（（
】
●
眞
書
三
字
經
一
卷　

附
三
字
經
〔
傍
訓
〕　　

國
會
（
特（（-（（（

）

伊
籘
信
平
（
桂
洲
）
書　

明
治
十
一
年
埼
玉
盛
化
堂
長
島
爲
一
郞
刊
本　

全
一
册

單
邊
縱
二
十
二
・
八
橫
十
二
・
一

無
界
四
行
九
字　

單
魚
尾
白
口　

無
點

首
「
眞
書
三
字
經
」
末
に
明
治
十
一
年
伊
籘
信
平
と
あ
り
。　

次
「
三
字

經
」（
十
行
三
十
字　

傍
訓
）
末
題
「
三
字
經
終
」

封
面
「
桂
洲
伊
籘
先
生
書
／
眞
書
三
字
經
／
鴻
巣　

盛
化
堂
梓
」
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版
心
題
「
三
字
經
」　

版
心
下
部
に
「
盛
化
堂
藏
」
と
あ
り
。

題
簽
「
眞
書
三
字
經　

伊
籘
信
平
書　

全
」

奧
付
「
明
治
十
一
年
七
月
十
日
版
權
免
許
／
同
七
月
出
版
／
筆
者
東
京
府

士
族
久
昭
兄
伊
籘
信
平
／
出
版
人
埼
玉
縣
平
民
長
島
爲
一
郞
／
發
兌
人
東

京
府
平
民
水
野
慶
次
郞
」

無
印

五
行
六
字

【
（（
】
●
標
註
三
字
經
一
卷　
　

都
立
中
央
（
特（（（（

）

日
本
諸
葛
彝
標
註　

明
治
十
五
年
刊
本
埼
玉
縣
藏
版　

全
一
册

單
邊
縱
（
二
十
一
・
五　

十
五
・
四
）
橫
十
三
・
六
（
兩
層
）

有
界
五
行
六
字　

單
魚
尾
白
口　

送
﨤
縱
點

首
明
治
十
四
年
諸
葛
彝
「
標
註
三
字
經
序
」　

次
「〈
標
／
註
〉
三
字
經
／

〈
宋
王
應
麟
纂
／
日
本
諸
葛
彝
標
註
〉」
末
題
「
標
註
三
字
經
終
」

封
面
「
宋
王
應
麟
纂
／
日
本
諸
葛
彝
標
註
／
〈
標
／
註
〉
三
字
經
／
埼
玉

縣
藏
版
」
左
上
有
「
埼
玉
縣
／
藏
版
章
」
印

版
心
題
「
三
字
經
」　

版
心
上
部
に
「
標
註
」、
版
心
下
部
に
「
埼
玉
縣
藏

版
」
と
あ
り
。

題
簽
「〈
標
／
註
〉
三
字
經　

完
」

奧
付
「〈
明
治
十
五
年
三
月
三
日
版
權
屆
／
同
年
四
月
八
日
出
版
〉
埼
玉

縣
藏
版
／
發
兌
書
林
東
京
府
平
民
吉
川
半
七
／
賣
弘
書
林
〔
東
京
府
平

民
〕
山
中
市
兵
衞
／
同
〔
埼
玉
縣
平
民
〕
長
島
爲
一
郞
〉」
吉
川
半
七
下

部
有
「
吉
川
氏
／
製
本
記
」
朱
印

鈐
有
「
松
井
／
文
庫
」「
東
京
都
立
／
日
比
谷
圖
書
／
館
藏
書
」「
日
比
谷

圖
書
館
」「
淸
水
文
庫
」

【
（（
】
●
挍
正
三
字
經
一
卷　
　

家
藏1（

明
治
十
五
年
以
前
刊
本　

全
一
册

左
右
雙
邊
縱
十
七
・
八
橫
十
三
・
一

有
界
五
行
六
字　

無
魚
尾
白
口　

句
送
﨤
點

首
「
挍
正
三
字
經
」
末
題
「
挍
字
經
終
」

版
心
題
「
校
正
三
字
經
」

題
簽
「
挍
正
三
字
經　

宋　

全
」

無
印

●
同
版　
　

國
會
（
特（（-11（

）

渡
邊
音
吉
訓
點　

明
治
十
五
年
愛
媛
渡
邊
音
吉
修
本　

全
一
册

首
「
挍
正
三
字
經
」
末
題
「
三
字
經
終
」

題
簽
「
挍
正
三
字
經　

全
」

奧
付
「
明
治
十
五
年
四
月
五
日
出
版
御
屆
／
同
四
月
刻
成
／
編
纂
人
古
人

宋
伯
厚
／
〈
訓
點
兼
／
出
版
人
〉
愛
媛
縣
平
民
渡
邊
音
吉
」

無
印
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末
題
に
埋
木
が
あ
る
た
め
、
修
本
と
す
る
。

【
（（
】
●
頭
書
問
目
三
字
經
一
卷　
　

國
會
（
特（（-（（（

）

淺
埜
定
治
註　

明
治
十
五
年
鹿
兒
島
靑
木
靜
左
衞
門
刊
本　

全
一
册

左
右
雙
邊
縱
十
七
・
二
橫
十
三
・
〇

有
界
五
行
六
字　

無
魚
尾
白
口　

眉
注　

句
送
﨤
點

首
「〈
頭
書
／
問
目
〉
三
字
經
」

版
心
題
な
し

題
簽
〈
頭
書
／
問
目
〉
箇
所
に
「
標
註
」
と
墨
書
し
た
紙
を
貼
付
す
る
。

奧
付
「
明
治
十
五
年
五
月
十
五
日
御
屆
／
同
年
同
月
廿
二
日
出
板
」
五
月

十
五
日
御
屆
は
初
め
に
切
抜
き
、
裏
面
か
ら
貼
紙
し
た
上
に
墨
書
し
た
も

の
。
又
「
頭
書
問
目
者
大
分
縣
士
族
淺
埜
定
治
／
出
板
者
鹿
兒
島
縣
平
民

靑
木
靜
左
ヱ
門
」、
又
墨
格
あ
り
。

無
印

●
同
版
（
三
字
經
一
卷
）　

全
一
册　
　

國
會
（
特（（-110

假
1
）

明
治
十
五
年
鹿
兒
島
靑
木
靜
左
衞
門
修
本　

全
一
册

左
右
雙
邊
縱
（
十
九
・
七
、
十
七
・
三
）
橫
十
三
・
〇
（
兩
層
）

有
界
五
行
六
字　

無
魚
尾
白
口　

句
送
﨤
點

首
「
三
字
經
」
三
字
經
（
埋
木
）

題
簽
「
頭
書
／
問
目
」
と
の
刷
り
の
上
に
、「
標
註
」
と
墨
書
し
た
紙
を

貼
付
す
る
。

題
簽
「〈
頭
書
／
問
目
〉
三
字
經
」

奧
付
「
明
治
十
五
年
七
月
三
日 

御
屆
／
同
年
同
月
出
板
」
七
・
三
日
・

同
（
月
）
は
墨
書
、
廿
二
日
を
削
る
。
又
「
頭
書
問
目
者
大
分
縣
士
族
淺

埜
定
治
／
出
板
者
鹿
兒
島
靑
木
靜
左
ヱ
門
」
頭
書
問
目
と
の
刷
り
の
上
に

「
標
註
」
と
墨
書
し
た
紙
を
貼
付
す
る
。
又
墨
格
を
「
賣
捌
書
林　

鹿
兒

島
吉
田
孝
兵
衞
～
琉
球
和
泉
屋
支
店
」
全
三
十
二
氏
に
改
め
る
。

十
七
・
十
八
丁
は
、
匡
廓
上
部
に
繼
目
無
く
、
新
た
に
刻
し
た
も
の
で
あ

る
。

鈐
有
「
東
京
圖
／
書
館
臧
／
書
之
印
」

冠
稱
を
除
き
『
三
字
經
』
に
改
題
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
本
書
は
漢
籍
で

あ
る
が
、
初
印
に
從
い
こ
こ
に
分
類
す
る
。

●
同
版
（
三
字
經
一
卷
）　

全
一
册　
　

國
會
（
特（（-110

假
（
）

明
治
十
五
年
鹿
兒
島
靑
木
靜
左
衞
門
修
本　

全
一
册

左
右
雙
邊
十
七
・
二
橫
十
三
・
〇

有
界
五
行
六
字　

無
魚
尾
白
口　

句
送
﨤
點

題
簽
「〈
校
／
正
〉
三
字
經　

全
」

奧
付
「
明
治
十
五
年
七
月
十
一
日 

御
屆
／
同
年
八
月
五
日
出
板
」
七
・

十
一
日
・
八
・
五
は
墨
書
。
又
「
頭
書
問
目
者
」
を
削
り
「
訓
點
者
」
と

墨
書
す
る
。

無
印

兩
層
部
分
を
削
っ
た
修
本
。



和刻本『三字経』目録解題

— 191 —

　
　

→
表
④

【
（（
】
●
箋
註
三
字
經
校
本
一
卷　
　

内
閣
（（（（-（（

）

小
笠
原
寛
箋
註　

明
治
十
七
年
大
阪
松
雲
堂
鹿
田
靜
七
刊
本　

全
一
册

單
邊
縱
（
十
八
・
三　

十
六
・
八　

十
二
・
五
）
橫
十
二
・
六
（
三
層
）

有
界
五
行
六
字　

無
魚
尾
白
口　

送
﨤
縱
點

首
明
治
甲
申
（
十
七
年
）
五
十
川
淵
「
序
」　

次
「
箋
註
三
字
經
校
本
／

〈
宋
王
伯
厚
編
纂
／
日
本
小
笠
原
寛
箋
註
〉」

封
面
「
宋
王
伯
厚
編
纂
／
日
本
小
笠
原
寛
箋
註
／
箋
註
三
字
經
校
本
／
大

坂
松
雲
堂
藏
」

版
心
題
「
箋
註
三
字
經
校
本
」　

版
心
上
部
に
「
集
疏
」
と
あ
り
。

題
簽
「
箋
註
三
字
經
校
本　

小
笠
原
寛
箋
註
」

奧
付
「
明
治
十
七
年
三
月
二
十
七
日
版
權
免
許
／
同
年
七
月
出
版
／

箋
註
者
大
坂
府
平
民
小
笠
原
治
平
／
出
版
人
大
坂
府
平
民
鹿
田
靜
七
／
發

兌
人
大
坂
府
平
民
柏
原
政
次
朗
／
仝
京
都
府
平
民
杉
本
甚
助
」

鈐
有
「
日
本
／
政
府
／
圖
書
」

五
行
十
二
字

【
（（
】
●
三
字
經
集
註
一
卷　
　

内
閣
（1（1-（（（

）

渥
美
正
幹
（
担
庵
）
註　

明
治
十
六
年
東
京
讀
書
有
味
齋
渥
美
正
幹
刊
本

　

全
一
册

單
邊
縱
十
七
・
九
橫
十
一
・
三

有
界
五
行
十
二
字　

單
魚
尾
白
口　

句
送
﨤
點

首
明
治
癸
未
（
十
六
年
）
依
田
百
川
「
三
字
經
集
註
序
」　

次
明
治
十
五

年
渥
美
正
幹
「
序
」　

次
渥
美
正
幹
「
例
言
」　

次
「
三
字
經
集
註
／
宋
王

應
麟
伯
厚
纂
述　

日
本
渥
美
正
幹
貞
卿
集
註
」
末
題
「
三
字
經
集
註
終
」

　

次
明
治
十
六
年
渥
美
正
幹
「
小
傳
」

封
面
「
宋
王
應
麟
纂
／
日
本
渥
美
正
幹
註
／
三
字
經
集
註
／
版
權
免
許　

讀
書
有
味
齋
藏
」
編
著
者
名
下
部
有
「
不
許
飜
刻
」、
讀
書
有
味
齋
藏
下

部
有
「
渥
美
／
氏
之
記
」
朱
印

版
心
題
「
三
字
經
集
註
」

題
簽
「
三
字
經
集
註　

全
」

奧
付
「
明
治
十
五
年
六
月
五
日
出
版
々
權
願
／
同
十
五
年
七
月
廿
九
日
版

權
免
許
／
同
十
六
年
三
月
日
刻
成
／
著
述
并
出
版
人
東
京
府
平
民
渥
美
正

幹
／
發
兌
人
〔
東
京
〕
府
平
民
吉
川
半
七
」
著
述
と
の
刷
り
の
上
に
、

「
集
註
」
と
印
字
し
た
紙
を
貼
付
す
る
。
渥
美
正
幹
下
部
有
「
渥
美
／
氏

之
記
」
朱
印

鈐
有
「
太
政
／
官
記
／
錄
印
」

●
同　
　

國
會
（
特（（-11（

）

全
一
册

鈐
有
「
東
京
／
書
籍
／
館
藏
」
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●
同　
　

都
立
中
央
（
特（（（（

）

全
一
册

奧
付
「
集
註
」
の
紙
な
し
。

鈐
有
「
日
比
谷
圖
書
館
」「
東
京
都
立
／
日
比
谷
圖
書
／
館
藏
書
」「
坂
本

文
庫
」

●
同　
　

玉
川
大
（（0（（
）

全
一
册

無
印

●
同　
　

金
澤
（1（（-10

）

全
一
册

鈐
有
「
金
澤
／
文
庫
」

●
同　
　

關
大
（L（（/A

/1（0（

）

全
一
册

無
印

六
行
九
字

【
（（
】
●
挍
正
三
字
經
一
卷　
　

國
會
（
特（（-111

）

小
石
碌
郞
訓
點　

明
治
十
五
年
京
都
津
逮
堂
大
谷
仁
兵
衞
刊
本　

全
一
册

單
邊
縱
十
七
・
〇
橫
十
一
・
八

有
界
六
行
九
字　

無
魚
尾
白
口　

句
送
﨤
縱
點

首
「
挍
正
三
字
經
」
末
題
「
終
」

封
面
「
小
石
碌
郞
訓
點
／
〈
挍
／
正
〉
三
字
經
／
京
都
書
林
大
谷
津
逮
堂

藏
」

版
心
題
「
挍
正
三
字
經
」

題
簽
「〈
挍
／
正
〉
三
字
經　

全
」

奧
付
「
明
治
十
五
年
三
月
三
十
日
出
版
御
屆
／
同
年
四
月
刻
成
發
兌
／
訓

點
者
京
都
府
平
民
小
石
碌
郞
／
出
版
人
〔
京
都
府
平
民
〕
大
谷
仁
兵
衞
／

發
賣
人
鹿
兒
島
縣
平
民
吉
田
孝
兵
衞
」

無
印

　
　

和
語
註
解
本

【
（0
】
●
三
字
經
訓
詁
解
一
卷　
　

都
立
中
央
（
特（（（（

）

井
後
鳴
鶴
譯　

寛
政
十
三
年
京
都
額
田
正
三
郞
等
刊
本

單
邊
縱
二
十
・
八
橫
十
六
・
四

無
界
五
行
相
當
六
字　

和
語
注
解
小
字
三
行
字
數
不
定　

有
圖　

無
魚
尾

白
口　

送
﨤
縱
點
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首
（
圖
）　

次
寛
政
戊
午
（
十
年
）
廣
瀬
典
「
三
字
經
訓
詁
解
序
」　

次
寛

政
十
二
年
森
緹
女
（
序
）　

次
寛
政
八
年
（
序
）　

次
「
三
字
經
訓
詁
解

（
封
面
）」　

次
寛
政
戊
午
（
十
年
）
隆
維
龍
（
鶴
山
）「
三
字
經
訓
詁
解
後

序
」

封
面
「〈
王
伯
厚
纂
／
王
晉
升
注
〉
井
後
鳴
鶴
譯
／
三
字
經
訓
詁
解
／
平

安
書
肆
〈
水
玉
堂
／
一
止
人
〉」
左
下
有
「
水
玉
／
堂
／
印
記
」
朱
印

版
心
題
な
し

題
簽
「
三
字
經
訓
詁
解
」
書
貼

奧
付
「
寛
政
十
三
年
辛
酉
正
月
吉
旦
／
平
安
書
肆
〈
葛
西
市
郞
兵
衞
／
額

田
正
三
郞
〉」

鈐
有
「
東
京
都
／
立
圖
書
／
館
臧
書
」「
中
山
文
庫
」

●
同　
　

關
大
（L（（/A

/1（10

）

全
一
册

鈐
有
「
□
香
／
山
□
」

●
同　
　

玉
川
大
（（0（（

）

全
一
册

鈐
有
「
玉
川
／
學
園
／
圖
書
」「
玉
川
圖
書
」

【
（1
】
●
三
字
經
抄
一
卷　
　

無
窮
會
（ｵ

-（（（（

）

高
井
伴
寛
（
蘭
山
）
撰　

文
化
十
二
年
江
戸
萬
笈
堂
英
平
吉
郞
等
刊
本　

全
一
册

單
邊
縱
十
九
・
〇
橫
十
三
・
九

有
界
六
行
十
二
字　

和
語
注
解
小
字
雙
行
字
數
不
定　

單
魚
尾
白
口　

眉

注　

傍
訓　

﨤
點

首
文
化
八
年
高
井
伴
寛
（
蘭
山
）「
敍
」　

次
「
三
字
經
抄　

東
武
高
井
伴

寛
思
明
述
」

封
面
「
高
井
蘭
山
先
生
著　

書
肆
萬
笈
堂
梓
／
〈
經
典
／
餘
師
〉
三
字
經

之
部
／
（
書
肆
宣
傳
文
）」

版
心
題
「
三
字
經
抄
」

題
簽
「（
破
損
）
完
」

末
丁
裏
に
「
文
化
十
二
乙
亥
春
新
刻
／
下
谷
黑
門
町
花
屋
久
次
郞
／
本
石

町
十
軒
店
英
平
吉
郞
」
と
の
刊
記
あ
り
。

鈐
有
「
織
田
／
氏
圖
／
書
記
」「
無
窮
會
／
神
習
文
庫
」

●
同
版　
　

筑
波
大
（ﾛ

（0（-1（（

）

後
印
本　

全
一
册

題
簽
「〈
經
典
／
餘
師
〉
三
字
經
之
部　

完
」

鈐
有
「
勝
／
菴
」「
東
京
敎
育
大
學
／
藏
書
印
／
和
書
／
附
屬
圖
書
館

（
圓
印
橫
書
）」

●
同
版　
　

學
藝
大
（T

IA
O

-1（-1（

）

嘉
永
七
年
江
戸
甘
泉
堂
和
泉
屋
市
兵
衞
修
本　

全
一
册
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封
面
「
萬
芨
」
を
削
り
「
甘
泉
」
を
埋
木
す
る
。

卷
末
に
「
文
化
十
二
乙
亥
春
新
刻
／
嘉
永
七
甲
寅
复
求
板
／
甘
泉
堂
芝
明

神
前
和
泉
屋
市
兵
衞
」
と
の
刊
記
あ
り
。

鈐
有
「
東
京
學
／
藝
大
／
學
圖
書
」

刊
記
を
有
す
る
末
丁
の
み
、
版
木
を
改
め
る
。

●
同
版　
　

家
藏1（

後
印
本　

全
一
册

封
面
な
し

無
印

●
同
版　
　

玉
川
大
（（0（（

）

後
印
本　

全
一
册

「
敍
」
を
闕
く
。

鈐
有
「
玉
川
／
學
園
／
圖
書
」「
玉
川
圖
書
」

【
（（
】
●
三
字
經
國
字
解
一
卷　
　

關
大
（（0（（0（（（1

）

多
賀
主
一
郞
解　

文
政
二
年
大
阪
吉
田
善
藏
等
刊
本　

全
一
册

左
右
雙
邊
縱
十
八
・
四
橫
十
二
・
九

有
界
八
行
字
數
不
定　

和
語
注
解
小
字
雙
行
字
數
不
定　

無
魚
尾
白
口　

眉
注　

送
﨤
點

首
享
和
元
年
陸
可
彦
「
序
」　

次
「
三
字
經
國
字
解
／
長
門
多
賀
主
一
郞

解
」
末
題
「
三
字
經
國
字
解
」　

次
享
和
元
年
陸
祐
吉
「
跋
」

封
面
「
長
州
多
賀
先
生
解
／
三
字
經
國
字
解
／
（
書
肆
宣
傳
文
）」

版
心
題
「
三
字
經
國
字
解
」

題
簽
「
三
字
經
國
字
解　

全
」
書
貼

奧
付
「
文
政
二
年
己
卯
正
月
／
書
林
〈
京
都
額
田
正
三
郞
～
〔
大
阪
〕
吉

田
善
藏
〉」
全
四
氏

無
印

●
同
版　
　

無
窮
會
（ｵ

-（（（（

）

後
印
本　

全
一
册

封
面
な
し

題
簽
「
三
字
經
國
字
解　

全
」

鈐
有
「
石
川
藏
書
」「
織
田
／
氏
圖
／
書
記
」「
無
窮
會
／
神
習
文
庫
」

【
（（
】
●
三
字
經
〔
卽
三
字
經
童
子
訓
〕
一
卷　
　

東
書
（（（（.（-1（-1

）

額
田
正
三
郞
（
一
止
人
）
集
釋　

井
上
春
曙
齋
畫　

池
田
正
韶
（
東
籬
）

閱　

天
保
十
二
年
京
都
雙
額
堂
正
三
郞
等
三
色
套
印
本　

全
一
册

單
邊
縱
（
十
七
・
五　

十
三
・
一
）
橫
十
二
・
五
（
兩
層
）

有
界
六
行
九
字　

和
語
注
解
小
字
雙
行
字
數
不
定　

有
圖　

單
魚
尾
白
口

　

句
送
﨤
縱
點

首
（
圖
）　

次
辛
丑
（
天
保
十
二
）
内
瀕
逸
人
「
三
字
經
和
訓
圖
解
序
」　

次
「
三
字
經
」
末
題
「
三
字
經
畢
」
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封
面
「
池
田
東
籬
主
人
閱
／
田
一
止
人
集
釋
／
井
上
春
曙
齋
畫
／
〈
餘
／

師
〉
三
字
經
童
子
訓
／
（
書
肆
宣
傳
文
）」

版
心
題
「
三
字
經
抄
」

題
簽
「〈
餘
／
師
〉
三
字
經
童
子
訓
」
藍
印

奧
付
「（
書
肆
宣
傳
文
）
／
天
保
十
二
年
辛
丑
初
春
／
東
武
須
原
屋
茂
兵

衞
～
皇
都
額
田
正
三
郞
」
全
七
氏

末
丁
裏
圖
中
に
「
京
雙
額
堂
／
正
三
郞
板
元
」
の
木
記
、
書
肆
宣
傳
文
あ

り
。

鈐
有
「
東
書
／
文
庫
」

●
同
版　
　

家
藏1（

二
色
套
印
本　

全
一
册

題
簽
な
し

奧
付
の
「
十
二
年
辛
丑
」
に
破
損
あ
り
。

無
印

●
同
版　
　

東
書
（（（（.（-1（-（

）

明
治
中
京
都
本
屋
文
祐
等
後
印
本　

全
一
册

「
三
字
經
和
訓
圖
解
序
」
を
闕
く
。

題
簽
「〈
餘
／
師
〉
三
字
經
童
子
訓　

全
」

奧
付
「〈
發
兌
／
書
肆
〉
東
京
岡
田
嘉
七
～
〔
京
都
〕
本
屋
文
祐
」
全
十

二
氏　

書
肆
の
う
ち
籘
岡
屋
慶
次
郞
の
「
岡
」
の
み
草
書
に
作
る
。

鈐
有
「
東
書
／
文
庫
」

墨
刷
本

●
同
版　
　

學
藝
大
（T

IA
O

-1（-1（

）

後
印
本　

全
一
册

奧
付
書
肆
の
う
ち
籘
岡
屋
慶
次
郞
の
「
岡
」
の
み
埋
木
し
て
楷
書
に
改
め

る
。

鈐
有
「
東
京
學
／
藝
大
／
學
圖
書
」「
記
／
洵
」「
新
川
／
喜
印
（
圓
印
）」

●
同
版　
　

筑
波
大
（ﾙ

1（（/

乙
竹（（（

）

明
治
中
京
都
竹
岡
文
祐
後
印
本　

全
一
册

奧
付
「
萬
國
書
籍
仕
入
所
／
〈
京
都
／
書
林
〉
竹
岡
文
祐
」

鈐
有
「
大
石
／
藏
書
」「
乙
竹
氏
／
藏
書
／
之
印
」

【
（（
】
●
三
字
經
〔
卽
幼
學
三
字
經
〕
一
卷　
　

學
藝
大
（T

IA
O

-1（-1（

）

山
田
西
京
註
解　

明
治
五
年
大
阪
群
玉
堂
岡
田
茂
兵
衞
等
刊
本　

全
一
册

單
邊
縱
（
十
四
・
一　

九
・
七
）
橫
九
・
七
（
兩
層
）

有
界
六
行
字
數
不
定　

和
語
注
解
小
字
雙
行　

有
圖　

單
魚
尾
白
口　

送

﨤
點

首
好
花
堂
「
幼
學
三
字
經
序
」　

次
「
三
字
經
」
末
題
「
三
字
經
畢
」

封
面
「〈
宋
王
伯
厚
先
生
遺
訓
／
日
本
西
京
山
田
先
生
註
解
〉
全
壹
册
／

〈
童
蒙
／
必
讀
〉
三
字
經
講
釋
／
大
坂
書
林
岡
田
群
玉
堂
」
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版
心
題
「
幼
學
三
字
經
」

題
簽
「〈
童
蒙
／
必
讀
〉
三
字
經
講
釋　

全
」

奧
付
「（
出
版
書
目
一
書
）
／
明
治
五
壬
申
年
刻
成
／
東
京
書
林
北
畠
茂

兵
衞
／
西
京
書
林
川
勝
徳
次
郞
／
大
坂
岡
田
茂
兵
衞
」

鈐
有
「
東
京
學
／
藝
大
／
學
圖
書
」「
山
嚴
」「
男
□
／
艸
大
（
圓
印
）」

●
同
版　
　

東
書
（（（（.（-1（

）

大
阪
群
玉
堂
岡
田
茂
兵
衞
等
後
修
本　

全
一
册

有
眉
注

奧
付
「〈
發
兌
／
書
肆
〉
北
畠
茂
兵
衞
～
大
阪
岡
田
茂
兵
衞
」
全
十
氏

鈐
有
「
東
書
／
文
庫
」

本
文
上
層
の
圖
に
「
桃
園
會
」
な
ど
と
埋
木
し
て
眉
注
を
加
え
た
も
の
。

●
同
版　
　

無
窮
會
（ｵ

-（（（（

）

大
阪
嵩
山
堂
靑
木
恒
三
郞
後
印
本　

全
一
册

封
面
「
岡
田
群
玉
堂
」
を
削
り
「
靑
木
嵩
山
堂
」
を
埋
木
す
る
。

奧
付
「
和
漢
洋
書
籍
發
兌
處
／
發
行
印
刷
者
大
坂
靑
木
恒
三
郞
／
製
本
發

賣
所
東
京
靑
木
嵩
山
堂
／
仝
大
阪
靑
木
嵩
山
堂
／
賣
捌
所
勢
州
嵩
山
堂
支

店
」

鈐
有
「
織
田
／
氏
圖
／
書
記
」「
無
窮
會
／
神
習
文
庫
」「
中
島
」

【
（（
】
●
三
字
經
略
解
一
卷　
　

學
藝
大
（T

IA
O

-1（-1（

）

堀
中
徹
藏
（
東
洲
）
編
輯　

明
治
十
七
年
埼
玉
盛
化
堂
長
島
爲
一
郞
刊
本

　

全
一
册

單
邊
縱
（
十
八
・
六　

十
五
・
九
）
橫
十
二
・
二
（
兩
層
）

有
界
九
行
十
六
字
相
當　

注
文
小
字
雙
行
三
十
二
字　

單
魚
尾
白
口　

﨤

點首
甲
申
（
明
治
十
七
年
）
香
巒
□
□
（
題
字
）　

次
「
三
字
經
略
解
／
東

京
堀
中
徹
藏
著
」
末
題
「
三
字
經
略
解
終
」

封
面
「
堀
中
東
洲
先
生
編
輯
／
三
字
經
略
解
／
埼
玉
書
肆
盛
化
堂
藏
版
」

上
方
に
「
明
治
十
七
年
二
月
新
刻
」
と
あ
り
。

版
心
題
「
三
字
經
略
解
」　

版
心
下
部
に
「
盛
化
堂
藏
」
と
あ
り
。

題
簽
「
三
字
經
略
解　

堀
中
東
洲
編　

全
」

奧
付
「
版
權
免
許
〈
明
治
十
六
年
九
月
十
日
／
明
治
十
七
年
二
月
出
版
〉

／
編
輯
人
東
京
府
士
族
堀
中
徹
藏
／
出
版
人
埼
玉
縣
平
民
長
島
爲
一
郞
／

發
兌
人
東
京
府
平
民
榊
原
友
吉
」
又
奧
付
裏
至
裏
表
紙
見
﨤
「
東
京
稻
田

佐
兵
衞
～
埼
玉
多
ヶ
谷
作
右
衞
門
」
全
七
十
八
氏

鈐
有
「
東
京
學
／
藝
大
／
學
圖
書
」

●
同　
　

三
康
（1（-1（（

）

全
一
册

鈐
有
「
武
田
氏
／
圖
書
印
」「
大
橋
／
圖
書
／
館
印
」「
大
橋
圖
書
館
／

〈
昭
／
和
〉1（.（.1（

／
受
贈
（
圓
印
橫
書
）」

（
了
）
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